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デジタルサラウンドシステム 

HTX-22HDX 

取扱説明書 


お買い上げいただきまして、ありびとラ ごさ' 
います。 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読み 
いただき、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られる所 
に保証書、オンキヨーご相談窓口.修理窓口 
のご案内ととちに大切に保管してください。 


接続をする 1巨 


再生ずる 27 


リスニングモードを楽しむ31 


設定をずる 37 


その他 49 


※マイコンの U セットについては、49ページをご覧ください。 
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主な特長 


I b . I チヤンぶ J レ尸ソフ威 サノ^ゾー ッ ノフー r 


ベクター リニア 

(Vector Linear 


■ RIHD 対応 TV のリモコン1つで他社製 TV と本機びシステムリンク ( PU 卜の） 

グランド 

■ 電源- GND 強化に BUSBAR 採用 

■ 24ビット/ I 日 2 kHz D / A コンパーター搭載 

■ 濟躍的な音質向上、デジタル信号か5ピュアなアナ□グ信号を生成ずる VLSC # 

シエービング サーキットリイ 

Shaping Circuitry ) 搭載 

■ 信号とノイズ領域との近接を回避して聴感上の S / N を向上させるオプテイマム-ゲイン-ボリューム回路 
■高品位な低音増強を巧能にずるバスレフ技術 「AERO ACOUSTIC DRIVEJ を搭載 

ー トウルーエイチァイー 

■ ドルビー* * 2 デジタルプラス、ドルビー TrueHD 再生可能 

_ エイチディー エクスフレス 

■ DTS *3- HDA イレゾ U ューンョンオーデイオ、 DTS - H □マスターオーデイオ 、 DTS Express 再生巧能 

■ AAC * 4デコーダー搭載 の。_ デけのけル S 

■高品位バーチャルサラウンド機能 ITheater - Dimensional * 5 」 搭載 

ゲーム□-ルブレイング アクション ロック 

■ ゲームを楽しむための4つのリスニングモード （ Game - RPG / Game - Action / Game - Rock / Game - 

スポーツ 

Sport ) ミ。-ジ‘バォフティ 7 ィザ - e 

■ 圧縮された音楽ファイルをより良い音で楽しむ Music Optimizer が機能搭載 
■ 音声と映像のズレを補正ずる AV シンクコントロール機能搭載 

■小音量でもサラウンドを楽しめる LATE NIGHT 機能（ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラ 
ス、ドルビー TrueHD 時のみ） _ 

■ 機器間の音量差を減5ず IntelliVolume 機旨目搭載 _ 

■ テレビ画面を見なが5本機の設定びできる OSD (日 n Screen Display ) 機能搭載 
■ デジタル音青/映像信号を1本のケーブルで伝送可能な HDMI " 7 入力3系統、出力1系統装備 
■ デジタル入力端子として光2系統/同軸1系統装備 


I フ□ントス ピーカー h 


ウーファー振動板には、力強をと小□径 8 cm ユニットの緻密をを併せ持つ再現性置かな OMF コー 
ンを採用 


>1 VLSC は、オンキヨー株式会社の登録商標です。 

42 ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づを製造されています。 

" Dolby "、 "ドルビー "、 "Pro Logic " およびダプル D 記号は、ドルビーラボラト U — ズの商標です。 

>3米国特許： 5.451.942： 已月己6.巨74;已.974,380;己，97扫，762;己，22巨.616:巨，4呂7.ち3己； 7,212.扫72; 
7,333月29: 7.392.1 目己： 7.272，己67およびその他の国における特許（出願中含む）に基づを製造され 
ています。 

DTS は DTS 社の登録商標です。 DTS □ゴ、記号は DTS 社の商標です。 

◎ 199 巨-2日08 DTS ， Inc . All Rights Reserved . 

* 4 AAC □ゴは、ドルビーラボラト U —ズの商標です。 

が Theate 卜 Dimensional は、オンキヨー株式会社の商標です。 

が Music Optimizer は、オンキヨー株式会社の商標です。 

*7 HDML HDMI □ゴおよび High-Definition Multimedia Interface は、米国および他の国々における 
HDMI Licensing LLC の商標または登録商標です。 

* x .\/. Color は、ソニー株式会社の商標です。 

* iPod は、米国およびその他の国々で登録された Apple Inc . の商標です。 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後の アルフ アベッ ト は、製品の色を表わず記号です。色は勇 
なっても操作ち法は同じです。 
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ま全上のごミ主意 

ま全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みください。 


電気製品は、誤った使いかたをずると大変危険でず。 

あなたや他の人々へのち害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごま意」を必ずお守 
りください。 


「警告」と「ま意」の見かた 

間違った使いかたをしたときに生じること 
び想定されるち険度や損害の程度によって、 

「警告」と r ま意」に区分して説明していまず。 



誤った使いかたをすると、 
火災-感電などによ 0 死亡、 
または重傷を負ラ可能性び 
想定される内容です。 



誤った使いかたをすると、 
けびをしたり周辺の家財に 
損害をちえる可能性び想定 
される内容です。 


給表示の見かた 


A 記号は「ごま意< 
ださい」といラ内容 
を表しています。 


A A 

高温注意感電注意 


〇記号は「〜してはい 
けない」といラ禁止の 
巧容を表しています。 


® 藝 

分辭禁止说れ手禁止 


♦記号は「必ずして 
ください」といラ強制 
内容を表しています。 


运〇 

載原プラグをコ必ずする 
ンセン协ら抜く 


警告 


故障したまま使用しない、異常が起さた6 
ずぐに電源プラグを巧く 


電源プラグ 
をつンセン 
卜から抜く 


•煙び出ている、変なにおいや音 
びする 

•本機を落としてしまった 
•本機内部に水や金属び入ってし 
まった 

このよラな異常状態のまま使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 
すぐに電源プラグをコンセントか 
5抜いて販売店に修理-点検を依 
頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


分辭禁止 


火災•感電の原因とな0ます。 

內部の点検-整備-修理は販売店 
に依頼してください。 


接続、設置に関ずるご注意 


■通風孔をふさびない、放熱を巧げない 


0 本機には巧部の温度上昇を防ぐた 
め、ケースの天面、背面に通風孔 
びあけてあります。通風孔をふさ 
ぐと内部に熱びこわり、乂災やや 
^ けどの原因となることびあ0ます。 

•押し入れや本箱など通気性の悪 
い狭い所に設置して使用しない 
(本機の天面、背面、横か 520cm 
上のスペースをあける） 

• 逆さまや横倒しにして使用しない 
• 巧やテーブルク□スをかけない 
• じゅラたんやふとんの上に置い 
て使用しない 

■水蒸気や水のかかる巧に置かない、本機の上 
に液体の入った容器を置かない 


水場での 
使用禁止 



水濡れ禁止 


本機に水滴や液体び入った場含、 
火災•感電の原因とな0ます。 

• 風呂場など湿度の高い場所では 
使用しない 

• 調理台や加湿器のそばには置かない 
•雨や雪などびかかるところで使 
用しない 

•本機の上になびん、コップ、化 
粧品、ろラそくなどを置かない 
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電源コード-電源プラグに関ずるご注意 


■電源コードを傷つけない 


Q 

禁止 


• 電源コードの上に重い物をのせ 
た0、電源コードび本機の下敷 
にな5ないよラにする 
•傷つけたり、加工したりしない 
• 無理にねじったり、引っ張ったりしない 
• 熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードび傷んだ5 (芯線の麗 
出-断線など）販売店に交換をご 
依頼ください。そのまま使用する 
と火災-感電の原因となります。 


■雷が鳴りだした5本機、接続機器、接続コード、 
電源プラグに触れない 


接触禁止 


感電の原因となります。 


■長期間大きな音で使用しない 


0 本機をご使巧になる時は、音量を 
上げすざないようにごま意くださ 
し、。耳を刺激するよラな大音量で 
な. 長期間続けて使用すると、聴力び 

て' 大きく損なわれる恐れがあります。 


■ 電源プラグは定期的に掃除ずる 

〇 電源プラグにほこ0などびたまつ 
ていると、火災の原因とな0ます。 
電源プラグを抜いて、乾いた巧で 
必ずずるほこりを取り除いてください。 


使用上のごま意 

■ 本機巧部に金属、 燃え やすいものなど異物を入れない 


Q 

禁止 


火災•感電の原因とな0ます。特 
に小さなお子様のいるご家庭では 
ごま意ください。 

•本機の通風孔、ダクトか5異物 
を入れない 

•本機の上に通風孔に入0そラな 
ルさなを属物を置かない 


■ 長時間音びひずんだ状態で使わない 


0 アンプ、 スピーカーな どび発熱し、 
火災の原因となることびあります。 

禁止 


電池に関ずるご注意 


■乾電池を巧電しない、加熱•分解しない、火 
や水の中に入れない 

Q 電池の破裂、液ちれによ0、火災- 
けびや周囲を巧損する原因となる 
ことびあ0ます。 

な止 • 指定！;^がの電池は使用しない 

^ •新しい電池とちい電池を混ぜて 

使用しない 

•電池を使い切ったときや長時間 
リモコンを使用しないときは電 
池を取り出す 

• コインやネックレスなどの金属 
物と一緒に保管しない 
• 極性表示ロラス©とマイナス©の 
向き)にミち意し、表示通りに入れる 

■ 電池か5漏れ出た液にはさわ5ない 


接触禁止 


万一、液び目や口に入ったり皮膚 
に付いた場合は、すぐにきれいな 
水で充分洗い流し、医師にご相談 
<ださし、。 


注意 


接続、設置に関ずるご注意 
■ 不を定な場所や振動ずる場所には設置しない 

0 強度の足りないぐ5ついた台や振動 
する場所に置かないでください。本 
機び落下したり倒れたりして、けび 
の原因となることびあります。 

A スピーカーを 壁に取り付けるとを 
は、壁の材質、また、桂などの位 
置に注意して<ださい。（ネジの保 
持強度に大きな差び出ますので、 
'±'胃' 販売店にご相談ください。） 


■ 本機の上に1 Ok 色 1U 上の重いちのやが巧か6 
はみ出るような大きなものを置かない 

0 ノ（ランスびくずれて倒れたり落下 
して、けびの原因となることびあ 
ります。また、本機に乗ったり、 
禁止 ぶ5下びった0しなし、でくださし)。 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つま 
ずいた0引っかかったりして、落 
下や転倒など事故の原因となるこ 
注意 とびお0ます。 








電源コード-電源プラグに関ずるごま意 


■ 表示された電源電圧(交流100ボルト)で使用ずる 

本機を使用できるのは日本国内の 
みです。 

表示された電源電圧がで使用す 
ると、火災•感電の原因となります。 

■ 電源コードを束ねたげ態で使用しない 

0 発熱し、火災の原因となることび 
お0ます。 

禁止 

■ 電源プラグを巧くときは、電源]-ドを弓1っ張5ない 

0 コードび傷つさ、火災や感電の原 
因となることびあ0ます。 

プラグを持って抜いて < ださし、。 


〇 

必ずする 


■音量にを意ずる 

Q •突然大きな音び出てスピーカー 
を破損した0、聴力障害などの 
原因となることがあ0ます。 
•始めか5音量を上げ過ざると、 
突然大さな音び出て耳を傷める 
ことびあります。音量はかしずつ 
上げてご使用ください。 


禁止 


■キャッシュカード、フ□ッピーディスクなど、 
磁気を利用した製品を近づけない 

0 磁気の影響でキャッシュカードや 
フ□ッピーディスクび使えなく 
なった0、データび消失すること 
止 びおります。 


移動時のご注意 


■移動時は電源プラグや接続コードをはずず 


禁止 


国長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか5抜く 

© 絶縁劣化やろラ電などによ0、火 
災の原因となることびあ0ます。 

電源プラグをコン 
セントから巧く 


■ 電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

0 差し込みび不完全のまま使用する 
と、感電、発熱による火災の原因 
とな0ます。プラグび簡単に抜け 
な,てしまラよラなコンセントは使用 
しないで < ださし、。 


■めれた手で電源プラグを巧き差ししない 


城れ手禁止 


感電の原因となることびあります。 


■ お手入れの際は電源プラグを巧く 

© お手入れの際は、安全のため電源 
プラグをコンセントか5抜し、て 
行ってください。 

電源プラグをコン 
セントから抜く 


使用上のごま意 


■ 通風孔の温度上昇にミ主意 

A 本機の通風孔付近は放熱のため高温 
になることびあ0ます。電源び入っ 
ているときや、電源を切った後しば 
日:ま宣 5 くは通風孔付近にごミ主意ください。 


® コードび傷つを乂災や感電の原因 
となります。 

電源プラグをコン 
セントからおく 

■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

Q 本機の上に化の機器を乗せたまま 
移動しないでください。落下や転 
倒してけびの原因となります。サラ 
* 末， ンネッ トや スピーカーユニッ ト 部を 

"" 持って移動させないでください。 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器 
巧部の掃除をおすすめします。 

本機の内部にほこ0びたまったまま使用して 
いると乂災や故障の原因となることびありま 
す。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、 
より効果的です。内部清掃については、販売 
店にご相談ください。 


■本機のお手入れについて 

•表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に巧 
を浸し、固く絞って拭を取ったあと乾いた 
布で拭いてください。化学ぞラきんなどを 
お使いになる場合は、それに添付のま意書 
さなどに従ってください。 

•シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤 
を本磯にかけないでください。塗装び落ち 
たり変形することびあります。 
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取り扱い上のごを意 


■設置時のご注意 


■テレビやパソコンとの近接使用について 


本機は熱くなりますので、放熱のために、天面、 
背面に通風孔びあけてあります。 

設置する場合は、下図のよラに天面、背面か5 
20 cmL 处上離してください。また、側面にちバ 
スレフ用のダクトびありますので、ダクトを塞び 
なしはう壁などか 520 cm 政上離してくださし)。 



バスレフ 
ダクト 



■お手入れについて 

製品の表面は時々柔5かい布でか5ぶをしてく 
ださい。汚れびひどいとをは、中性洗剤をラす 
めた液に、柔5かい巧を浸し、固く絞って汚れ 
をふさ取ったあと乾いた巧で仕上げをして<だ 
さい。固し''巧や、シンナー、アルコールなど揮 
発性のちのは、ご使用にな5ないで<ださい。 
化学ぞラをんなどをお使いになる場含は、それ 
に添付のま意書をなどをお読みください。 
スピーカーのサランネツトにほこ0びついたと 
をは、掃除機で販い取るかブラシをかけるとよ 
くほこりを取ることびでさます。 


一般にテレビやパソコンに使用されているブラ 
ウン管は、地磁気の影響さえ受けるほどデリケー 
卜なちのですので、普通のスピーカーを近づけ 
て使巧すると、画面に色む5やひずみび発生し 
ます。 

付属のフ□ントスピーカー ( HTX -22 HDXST ) 
は（社）電子情報技術産業協含 ( JEITA ) の技 
術基準に適合した防磁設計を施していますので、 
テレビなどとの近接使巧び巧能です。ただし、 
設置のしかたによっては色むらび生じる場含び 
あります。その場合は一度テレビの電源を切り、 
1已分〜3日分棲に再びスイッチを入れてくださ 
し、。テレビの自己消磁機能によって画面への影 
響び改善されます。その後ち色む5び残る場合 
はスピーカーをテレビか5離してください。ま 
た、近くに磁石など磁気を発生するちのびある 
と本機との相互作用によ0、テレビに色む5び 
発生する場合びありますので設置にごミ主意くだ 
さし、 

ごま意 

アンプ内蔵サブウーファー 〔 HTX -22 HDXPAW ) 
は防磁設計を施していませんので、ブラウン管を使 
用しているテレビなどとの使用は画面に影響をちえ 
ないよう 40 cml ； (上離して設置してくださし、。 

■取り扱い上のごま意 

本機は通常の音楽再生では問題ありませんび、 
次のよラな特殊な信号び加え5れますと、過大 
電流による焼損断線事故のおそれびありますの 
でごを意 < ださい。 

① FM チューナーび正しく受信していないとき 
のノイズ 

⑤ 発振器や電子楽器等の高い周波数成分の音 
感オーディオチてック用 CD などの特殊な信号音 
④マイク使用時の八ウリング 

⑥ テープレコーダーを 早送りしたときの音 
愈アンプび発振しているとき 

@ピンコードなど、接続端テの抜き差し時の 
ショック音 
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箱を開けた5、まず 


の中身を確認する 〕 

ご使用の前に次のものびそろっていることをお確かめください。 （） 内の数字は数量を表しています。 

•アンプ巧鼠サブウーファー (1) •才ーディオ用 •ヴプウーファー用 

(HTX- 吕吕 HDXPAW) 巧デジタルケーブル 1. 已 m (1) ゴムスべーヴ ー(4) 



• U モコン （R 巳- 67SS) (り •電源コード （1) 

•乾雷也（を3お） （2) 




•取扱説明書（本書) （1) •な罰書 （1) •オンキヨーご相談窓□•修理窓□のご案内 （1) 
•ユーザー登録力ード （1) 


•フ□ントスピーカー 
(HTX- 吕 2HDXST) (2) 



•スピーカーコード •フ□ントスピーカー用 

(フ□ントスピーカー巧） 3.5m ゴムべーヴ ー(1 組〈8個〉) 

陆吕） 



音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるちのです。 f 
隣近所への配慮を十分しましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのわ H 
ひとつの方法です。お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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箱を開けた5、まず 


U モコンのを電池の入れかたと交換のしかた 


①カバーを矢印の方向に (2) 中の極性表示にしたびって、 (3) カバーを戻す。 

持ち上げる。 付属の電池2個をプラス©、 

マイナス©を間違えないよ 
ラに入れる。 



U モコン操作の反応び悪くなった5、2本とを新しい乾電池（単3お）と交換してください。 

•電池の極性（@、 ©) は、表示通り正しく入れてください。 

• 種類の異なる電池の使用や、新しい電池と古い電池の混用は避けて<ださい。 

•長期間リモコンを使巧しないとさは、電池の液われを防ぐため、電池を取0出しておいてください。 


U モコンの徒いかた 



U モコンを本機のリモコン受光部に向けて操作してください。 

• リモコン受光部に直射日光やインバーター堂光巧などの強い光を当てないでください。 

•ホが線を発射する機器の近くで使用した0、他の1」モコンを併巧すると誤動作の原因となります。 

• 1」モコンと U モコン受光部の間に障害物びあると、操作でさません。 

• 1」モコンの上に本などの物を置かないでください。ボタンび押し続け5れた状態になり、電池び消 
耗してしまうことびあります。 
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箱を開けた5、まず 


[/ブ房のス ぺーサーを使ラ 


■ サブウーファー ( HTX -22 HDXPAW ) 
用ゴムスぺーヴー 

より良い音でお楽しみいただくために、付属の 
ゴムスペーヴーのご使巧をおすすめします。ヴ 
ブウーファーの脚4ヶ所の裏に付属のゴムスペー 
ヴーを貼0付けてください。 

また、ゴムスペーヴーを使用することで、すべ 
りにくく安定して設置することびでさます。 



ごを意 

ゴムスペーヴーを貼り付ける隙にサブウーファーを 
持ち上げるとをは、上図のサブウーファー底面にある 
スピーカー部に手びかか b ないよラにしてくださし、。 

■ フ□ントスピーカー ( HTX -22 HDXST ) 
用ゴムスぺーヴー 

より良い音でお楽しみいただくために、付属の 
ゴムスペーサーのご使用をおすすめします。 

また、ゴムスペーヴーを使用することで、すべ 
りにくく安定して設置することびでさます。 


置いて使用ずる場合 壁に掛けて使用ずる場含 

HTX-22HDXST 底面 HTX-22HDXST 上面 



貼り付けると、安定して設置できます。 


ごを意 

壁に掛けて使用する場合、壁の強度に十分注意して 
ください。壁はその材質、また惕（さん）などの位 
置により、ネジの保持強度に大さな差が出ますので、 
取り付けに隙しては十分注意してください。 

壁につけるネジは、頭の直径び 4mm 政上1 0mm 政 
下、ネジの直径が 4mm 政下で、でさるだけ太く、 
長いちのをご使用ください。（壁等に取り付ける隙 
は、専門施工業者へ依頼することをおすすめします。 
取り付けの不備によって損善や事故び発生した場 
合、当社では一切責任を負ラことびでをませんので 
ご了承ください。） 


■ 市販のスタンドや金具を使って固定 
するには 

市販のスタンドや金具を使用できるように、ス 
ピーカーの背面に M 已用ネジ巧1個、底面にピッ 
チ日日 mm で M 己用ネジ巧を2個設けています。 
取0付けち法については、ご使用になるスタン 
ドや金具の説明書をご覧ください。 

スタンドや金具をご使用になるときは、スタン 
ドや金具の厚みを差し引いた有効ネジ長び已〜 
1 0mm のものをご使用ください。 

HTX-22HDXST 底面 



市販の金具 


M 己ネジ 



己 mm 


已〜1日 mm 
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各部の名前と働を 


[前面パネル 

V_ 


① 


② ③ 





I /〇 ON/STANDSY 

L-0 

INPUT 

LISTENING MODE 

L 

j 一 VOLUME ► 

iO ◎」 



DIGITAL SURROUND SYSTEM HTX-22HDX 


が 


が 


か 


<^y— 


Y 




-<8) 


® ON / STANDBY ボタン 

電源のオン/スタンバイを切 0 換えます。 

③ INPUT ボタン 

入力を切り換えます。 


⑤ LISTENING MODE ボタン 

U スニングモードを切り換えます。 

④ VOLUME ◄ / ►►ボタン 

音量を調整します。 

⑥ STANDBY インジケーター 

スタンバイ状態のとさや、 リモコンの 
信号を受信すると点打します。 


⑥ HDMI THRU インジケーター 

HDMI THRU 機自巨 （w4 已ぺージ） 
び働いているとさに点なしまず。 

⑦ U モコン受光部 

IJ モコンからの信号を受信します。 

⑨バスレフダクト部 
⑨表示部 

13ページをご覧ください。 
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各部の名前と働さ 


表示部 


スリープ 

I — SLEEP 表示 

ス1」ープタイマーび設定 
されているとさに点むし 
ます。 


5ユーテ ィング 

MUTING 表示 

S ユーティングび働いて 
いるときに点巧、または 
点滅します。 



デシベル 

dB 表示 

レベル設定時など 
に点なしまず。 


エイチデイーエムアイ 

HDM 懷示 

他の機器を HDMI 接続し 
ているときに点巧します。 


を目的表示部 

入カソースと音量を表おします。 
U モコンの表示ボタンを押すと、 


入力されている信号のフォーマット 
や U スニングモードを表示します。 


デジタル入力信号フォーマット/ 
リスニングモード表示 

入力されているデジタル信号の種類 
および U スニングモードを表示します。 


入力信号表示 


表示 

入力信号 

PCM 

PCM 

□□□ 

Dolby Digital 


DTS 

AAC 

AAC 

□□D+ 

Dolby Digital Plus 

□□HD 

Dolby TrueHD 

eg EXP 

DTS Express Audio 

Eg HD HR 

DTS-HD High Resolution Audio 

eg HD MSTR 

DTS-HD Master Audio 

DSD 

Direct Stream Digital 

T-D 

Theater-Dimensional 
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各部の名前と働さ 


面/はル 

感 


な 

< 8 ) 


感 



® HDMI IN 1/2/3端子 

接続した機器か5デジタル映像信号とデジ 
タル音青信号を入力する端テです。 

感 DI 晋 f 平 AL IN1(C お交ャ IAL) 端子 

デジタル音声の入力端テです。市販の同軸 
デジタルケーブルを使用して、デジタル再 
生機器を接続します。 

感 DIGITAL IN2/3(0PT に AL) 端子 

デジタル音声の入力端テです。付属のオー 
デイオ用光デジタルケーブルを使用して、 
デジタル再生機器を接続します。 

U モート コント□-ル 

® RI REMOTE CONTROLS 荒子 

RI 端テ付きのオンキヨー製品と接続し、 
連動させるための端テです。 RI ケーブル 
の接続だけではシステムとして働さません。 
オーディオ用ピンコードわ正しく接続して 
ください。 


Iイチディ-1ムアイアウト 

© HDMI 0UT5S モ 

本機か5デジタル音青/映像信号を出力する 
端テです。 

©電源入力 ACIOOV 端モ 

付属の電源コードを接続します。 

® SPEAKERS 端子 

(FRONT/CENTER/SURROUND) 

左ちフ□ントスピーカー、センタースピー 
カー、左ちサラウンドスピーカーを接続する 
端テです。 

感放熱用ファン 

本体内部の熱を逃すためのファンです。 

感 LINE 1/2 Iも ^PlTt 端子 

才ーデイオ巧ピンコードでビデオデッキなど 
のライン出力(アナ□グ)端テと接続します。 
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房るボタン 

設定中にひとつ前の項目 
に戻ります。 


消音ボタン 

音量を一時的に小さくし 
ます。 


ス U —プボタン 

ス U —プタイマーを設定 
します。 


明るさボタン 

表示部の明るさを切り 
換えます。 


テスト!^ーンボタン 

各スピーカーか! 5テスト 
音び出力されます。 



• 本機を操作ずるとさのボタン 

電源ボタン- 

電源のスタンバイ/オン 
を切り換えます。 


設定ボタン- 

押すと、各種設定モードに入 
ります。また、3秒！;(上長押 
しして、デジタル入力を固定 
することわでさます。 


チャンネル選択ボタン ー 

レベルを設定するスピー 
カーを 選びまず。 


▲ /▼/◄/►/ ミ夫定ボタンー ■ 

各種設定をしているとさに、 

▲ /▼/◄/ ►ボタンで項目や 
数値を選びます。中央の決定 
ボタンを押すと、選んだ内容 
を確定します。 


音量 ▲/ ▼ボタン- 

音量を調整します。 


リスニングモード ◄/ ►ボタン^ 

リスニングモードを選びまず。 


入力切換◄/►ボタン 

入力を切り換えます。 




各部の名前と働さ 


[if モコン ( RC -678 S ) 


えや認 

換類確。 とレ〇 
り種をす ンいクす 
切のドま 夕たッま 
を号-を ボみ ミえ 
示信モで 卜しナ換 
ン表カグび V 楽ィり 
夕の入ンと ナでダ 切 
ボ 部。11こ 卜 量、を 
I の 示すスる イ 音にジ 
表 表ま U す レ ルさン 
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スピーカーを 接続ず る 


ホ —厶 シアタ—を楽しもラ 

\ _ 


センタースピーカーやサラウンドスピーカーを追加してホームシアターを楽しみましよう。本機は優 
れた機能を使って音の立体感、移動感を実現し、ご家庭で簡単に劇場やコンサートホールさなび5の 
臨場感あふれる音響効果をお楽しみいただけます。再生する信号や、接続するスピーカーの数によっ 
て、 DTS やドルビーデジタル再生、オンキヨー独自のリスニングモードをお楽しみいただけます。 


左図のよラに、すべてのスピーカーを接続する 
と最も理想的なサラウンド効果を得ることびで 
さます。しかし、センタースピーカーやヴラウ 
ンドスピーカーびないとさは、センタースピー 
カーやサラウンドスピーカーか5出力される音 
声を他のスピーカーに最適に配分し、現在のス 
ピーカー構成で可能なサラウンド効果を最大に 
引さ出します。 

サプウーファー (HTX-22HDXPAW) 

低音のみを出力し、迫力ある重低音効果を最大限 
に発揮します。 

し注,居、 

サブウーファー側面には、バスレフ用のダクトび 
ありますので、ダクトを塞がないよラ壁などから 
20cml； (上空間をあけてください。（陪8ページ） 

左ちフ□ントスピーカー （HTX-2 吕 HDXST) 

総含的に音声を出力します。ホームシアターの柱とな0、音場をしっかりと整える役割を果たします。 
視聴位置の前方に配置します。音楽や映画を鑑賞する位置と姿勢で、視聴ちの耳に向くよラに配置し 
てください。左ち巧称び理想です。 



センタースピーカー（本機には付属していません） 

左ちフ□ントスピーカーの音響効果や音の動さを明確にして、より豊かなサウンドイメージを作0ま 
す。映画ではとくにセ U フび出力されます。できるだけ画面の近くで、視聴者の耳に向くよラに配置 
してください。左ちフ□ントスピーカーとなるべく同じ高さになるよラに配置してください。 


左ちサラウンドスピーカー（本機には付属していません） 

臨場感を高める役割を果たしまず。効果音などで音の立体的な動をを表現します。視聴位置の横また 
は後斜めに配置します。左ち対称で視聴者の耳より] m 高い位置び理想です。 


本機と接続ずるスピーカーの使いかた 

本機!;(がに現在お持ちのスピーカーの数により、そのスピーカーを下図のように各チャンネルのス 
ピーカーとして使巧することびでをます。 


''' -スピーカー数 

使用 スピーカー ■ 

2 

3 

4 

己 

ちちフロントスピーカー (HTX- 吕吕 HDXST ) 付属品 

〇 

〇 

〇 

〇 

センタースピーカー 


〇 


〇 

左ちサラウンド スピーカー 



〇 

〇 


ヒン 


鱗社では、増設用のスピーカーとして、下記の製品を別売にてご巧意いたしております。 
• センタースピーカー D-22XC 
•サラウンドスピーカー D-22XM 
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スピーカーを接続する 



付属のスピーカーコードの準備をします。 

© スピーカーコードのビニールカバーの巧を 
がしまず。 


并っ二 ( 的 


感 しん線をよじりまず。 



スピーカー端モへの接続方法 
①レパーを押します。 

@しん線を巧の中に入れまず。 


感レバーを離しまず。 



而扇のスピーカーだけを镇つた碁本の接続 



付属のスピーカー (HTX-22HDXST) を接続します。ここでは、スピーカーを左ちフ□ントスピーカー 
と して使用する場合の接続方法を説明します。 スピーカーコードに入っている線を参考に、スピーカー 
のプラス®と本機のプラス©、スピーカーのマイナス©と本機のマイナス©を接続します。 


ラインの入っている側 
0^^ 八 >© 


ちフロントス ピーカー 左フ□ントス ピーカー 
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スピーカーを 接続す る 


旁がのス ピーカーを使つたお続をする 


付属のスピーカーに加えて別売スピーカー ( D -22 XC 、 D -22 XM など）をご使用になると、已 .1 チヤ 
ンネル音声をお楽しみいただけます。 

使用されるスピーカーの数によって、接続する端テを選んでください。 

組み合わせるスピーカーは日 n 政上のものをご使用ください。スピーカーのプラス©と本機のプラス 
注)、スピーカーのマイナス©と本磯のマイナス©を接続します。 

■曰.1チャンネル接続の場合 



し注思 

プラス©とマイナス©を間違って接続した 
り、左ちのスピーカーを間違えて接続すると、 
音声び不自然になりますのでご注意くださ 
い。 



危険 

回路の故障を防ぐため、スピー 
カーコードのしん線どラしを絶 
対に接触させないでくださし、。 
また、リアパネルにち触れない 
よラに、ごま意ください。 
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HDMI 端子を使って AV 機器を接続ずる 


[ m 続のしかた 

V_ 


HDMI 接続では、 HDMI ケーブルで映儘信号と音声信号を同時に伝送することびでさます。 

HDMI ケーブルを使って本機の HDMI 端テと DVD/ ブルーレイレ]-ダーやブルーレイディスク 
/DVD プレーヤー、テレビまたはプ□ジェクターなどの HDMI 端テと接続してください。 



■ 映像信号の流れ 

HDMI IN 端テか5入力したデジタル映像は、 HDMI 日 UT 端テか5のみ出力されます。 

■ 音声信号の流れ 

HDMI IN 端テから入力したデジタル音舌は、 HDMI 日 UT 端子および本機に接続されたスピーカーへ 
出力されます。 

HDMI IN 端子に接続した機器の音声をテレビで聞きたいときは 

• TV Ctrl 設定を「加」に設定（テレビび RIHD 対応の場合）（陪 *4 日ぺージ） 

• Audio TV 日 Lit 設定を「加」に設定（テレビび RIHD 対応していない場合、または TV Ctrl 設定び 

「Off」 の場含）（屆>44ぺージ） 

• DVD プレーヤー側の音声出力設定を 「PCM」 に設定 
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HDMI 端子を使って AV 機器を接続する 


ごま意 

•HDMI 機器の音青を本機で聞く場含は、テレビに HDMI 機器の映像が映る状態にしておいてください。 

(本機び接続されている HDMI 入力をテレビ側で選んでください） HDMI は、映像臟器側の認証により映る 
しくみになっているため、テレビの電源をオフにしていたり、テレビ側で他の入力を選んでいる状態では、 
本禮から音声が出なかったり、途切れるなど正萬に音び出ないことがあります。 

• AucHo TV 日川設定げ rOn」 のとき、テレビのスピーカーか b 音を出していると本機の音量を操作したと 
きに本機に接続したスピーカーか b も音が出ます。また、 TV Ctrl 設定び ronj のとき、 RIHD 対応テレ 
ビのスピーカーか5音を出していると、本機の音量を操作したときにテレビが消音されている間は本機に 
接続したスピーカーからも音び出ます。スピーカーか b の音を出さないようにするには、本機の設定やテ 
レビの設定を変更してください。または、本機の音量を下げてください。 


ARC (オーデイオリターンチヤンネル）機能について 

この機能は HDM 胺続したテレビか5本機の HDMI 出力端子に映儘音声信号を送る機能です。この機 
能を使用するためには、テレビび ARC に対応していることび必要です。 

• 設定のしかたは4日ページをご覧 < ださし、。 
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AV 機器やゲーム機を接続ずる 


• HDMI に関する接続は、19、2日ページをご覧ください。 デジタル む 

• DVD プレーヤーなどでドルビーデジタル、 DTS サラウンド信号を再生するためには、□に ITAL IN 

(COAXIAL IN ] または日 PT に AL IN 2/3) 端テへの接続び必要です。 

•パソコンでデジタルサラウンドを楽しむには、デジタル出力[日 PT に AL (光）または COAXIAL (同軸)〕 
に対応したノ ':ソコンや音源ボードび必要です。お手持ちの機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 

ずべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 


デジタル音青機器の接続をする 


デジタル音声機器を付属のオーディオ巧光デジタルケーブルまたは市販の同軸デジタルケーブルで接 
続します。接続する機器に付いている端テの形状に合ったケーブルをご使用ください。 

本機では音青接続のみです。映像接続は映像機器か5直接テレビに接続してください。 




• オーディオ用光デジタルケーブルを使用するとをは、巧り曲げたり、きつく巻いたりしないでください。 

• 接続する磯器のデジタル音芦出力設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっては 
ドルビーデジタル信号や DTS 信号の出力設定が「オフ」になっていることげあります。 

. 本機の D に ITAL IN(OPTICAL IN 3/3) 端子は、とび b タイプですので、とびらをそのまま奥へ倒すよラ 
にしてオーディオ用光デジタルケーブルを差し込んでください。 

• 本機にはインテ U ボ U ューム機能びあります。機器間の音量差び気になる場合にお使いください。（陸43ぺージ ) 
• 本繳こは Music 日 ptimizer 機能があります。 MP 3 などの音楽信号 （48 kHzl ； (下の PCM 信号）をお聞き 
になるとをにお使いください。 （11^43 ページ） 

ごを意 

オーディオ用光デジタルケーブルは、まっすぐ抜き差ししてください。ななめに抜き差しすると、とびらび 
破損する場合びあります。 
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AV 機器やゲーム機を接続する 


ずべての接続が亮了してか6、電源プラグをコンセントに接続してください。 


[ y ナログ音青機器の接続をずる 

\ _ 


テレビやビデオデッキのアナ□グ音舌出力端子と本機の LINE 1/2 INPUT 端テを市販のオーディオ 
用ピンコードで接続します。接続した機器の音声びアナ□グでサラウンド再生されます。 


テレビなど 




テープデッキや MD レコーダー〜 
オン キヨ ー製 RI ドックなど 





• コードのプラグはしっか0と奥まで差し込んでください。 

接続び不完全ですと、雑音や動作不良の原因になります。 
•オーディオ用ピンコードはスピーカーコードと一緒に束ねな 
いでください。音質び悪<なることびあ0ます。 




• 巧|機能のあるオンキヨー製品と連動させてご使巧になるときは、23ページをご富ください。 

• 本徽こは Music Optimizer 機能びあります。 MP 3 などの音楽信号をお聞きになるときにお使いくださし、 
43ぺージ） 
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システム機能について 


■ンキヨー製品との連動について 

\ _ 


巧 I 機能のあるオンキヨー製品で接続すると、次のシステム機能を使ラことびできます。 

才ートパワーオン 

本機に接続されている機器の電源を入れたり、再生を始めると、本機の電源び自動的に入ります。 

また、本機の電源を切ると、接続されている機器全体の電源び切れます。 

ダイレクトチェンジ 

本機に接続されている機器を再生すると、本機の入力び自動的に切り換わります。 

U モコン操作 

本機に付属の U モコンで各機器を操作することびできます。（陸=24ページ） 

■ システム機能を使用ずるための手順 
1 .本機と各機器を巧 I ケープルで接続しまず。 

巧 I ケーブルとは、オンキヨーのシステム動作用ケーブルです。（本機には f ：：?| ケーブルは付属してい 
ません。各機器に付属している RI ケーブルをご使用ください。） 



•R I 端テは巧 I 端子付さ製品と組み含わせてご使用 < ださい。 

•巧 I 端テび2つある場合、2つの端テの働きは同じです。どち5にでちつなげます。 

•巧 I 端テの接続だけではシステムとして働をません。オーディオ用ピンコードも正しく接続してく 
ださい。 

•接続び正しくないと各機能は働きません。上記を参照しなび5才ーディオ用ピン]-ド、 RI ケー 
ブルを正しく接続してください。 

• ND - S 1 政かの機器の場を、システム機能を使用するためにはアナ□グ音青接続び必要です。 

• 使用できるシステム機能については、各機器の取扱説明書ちあわせてご覧ください。 


2.本機の入力表示名を変更しまず。 （11^48 ページ) 
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システム機能について 


■ リモコン操作できるオンキヨー製品 

DVD プレーヤー、 CD プレーヤー、 MD レコーダー、 CD レコーダー、カセットテープデッキ、 RI ドッ 
ク、デジタルメディアトランスポート （ND-S1) 

•機器の接続については 21、22 ページを、 AI 接続については前ページを、入力表示については 48 
ページをご覽ください。所定の接続や設定をしないと、下記の操作はでをません。 



ご';主意 
一 

• 空欄はボタンを巧してち動作しません。 

•第3世代 iP 日 d の場含 、 ►/ir w / w 、 ◄◄/►►ボタン 
のみ働さます。 

• iPod のファームウエアのバージョンアップ等により、操作 
でさる體能の範囲や内容が変更になることがあります。 

• それぞれのボタンの働をについての詳細は、鲁機器に付属 
の取扱説明書をご覧ください。 

•入力が 「 DVD 」、「 DOCK 」 のとさは、スタンバイ時に►ボ 
タンを巧すと本機の電源び入り、接続している機器の再生 
が自動的に始まります。 

• DVD プレーヤ ー、 CD プレーヤ ー、 MD レコーダー、 CD レコー 
夕’ 一、 カセットテープデッキ、 RI ドックを操作するためには、 

鲁機器は本機の UNE 1 または2端子とアナ□グ音声接続が 
必要です。また、接続した端テの入力表示名を磯器に含ね 
せて変更してください。（腹>48ページ） 

• ND - S 1 と RI ドックの両方を接続しているときは、 ND - Sl を 

接続している入力表示名は D 曰 CK を選び、 RI ドックを接続し 
ている入力表示名は TAPE または MD を選んでください。 
表示名び異なっても システム 動作は働きます。 

• U モコンは本機の U モコン受光部に向けて操作してください。 



力名称 

のボタン名 

DVD 

CD/MD/CDR 

DOCK 

TAPE 

① *1 

トップメニュー 

TOP MENU 


iPocl/PC*3 


メニュー 

MENU 


MENU 


▲/▼ 

▲/▼ 


▲/▼ 







ミ夫定 

ENTER 


SELECT 


DVD 設定 

SETUP または DVD SETUP 


SYNC/UNSYNC*3 


戻る 

RETURN 




感 

II 

II 

II 

II 

PLAY ィ 

► (►/!!) 

► 

► 

►/II 

PLAY^ 

■ 

■ 

■ 


■ 

感 

w/w 

1 


ww 


( 4 ) 






感 

表示 

DISPLAY^ 

DISPLAY*2 

BACKUGHT*2 



シャッフルモード 

PLAY MODE 

ランダム 

SHUFFLE 


货 

リピート 

U ピート 

U ピート 

REPEAT 


感 

プレイリスト ▲/▼ 



PLAYLIST^/^ 


アルバム 



ALBUMA/^ 



受定、チャンネル選択、テスト音の操作中は、 ▲/▼/◄/►/ 決定/戻るボタンは HTX -22 HDXPAW を 
操作するボタンと して 働さます。このとさ、トップメニュー/メニュー /DVD 設定ボタンは働きません。 
# 23 秒間長押しすると、記載の機能として働きます。 

,_ シンク □ アンシンク □ 

*3 nD - S 1 操イ乍時のみ働さまず。 ND - S 1 の SYNC/UNSYNC を切り換えます。 UNSYNC 状 1 引こず 
るには、2秒じ(上押しまず。 
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システム機能について 


■ ND - S 1/ RI ドックとの連動について 

使用でさるシステム動作については、23ぺージをご覧ください。 


iPod のアラーム機能について 

iPod のアラーム機能で再生び始まると、本機も電源び入り、入力も ND - Sl / RI ドックを接続した入力 
に切り換わります。 


ごま意 

• iPod をビデオ再生する場合や iPod のアラームが音色再生のときは連動しません。 

• iPod を ND - S 1 や RI ドックにセットしているときは、 iPod の音量調整は効果がありません。 

操作時のご注意 

• 音量調整は本機で行ってください。 

• 他の iPod 関連商品と接続してご使巧の場合は、 iPod 再生検出機能び働かない場含びあ0ます。 

• ND - Sl や RI ドックにセットしている iPod の音量を調節したときは、へッドホンで聞く場合に事前 
に音量び適切かどラか確認してください。 

• ND - Sl に第已世代の iPod/iPod nano をセットした場合、再生中はクリックホイールび働きません 
ので、再生•停止、その他の機能を使用するときは、 U モコンで操作してください。 
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電源を入れる 



ごミち意 

• 付属の電源 コー ド政がの電源 コー ドは使用しないでください。 

また、付属の電源 コー ドは本機がの機器には使用しないでください。故障や事故の原因となりまず。 

• 電源 コー ドのプラグを壁の電源コンセントに接続したまま、本機の電源入力 AC 1 日 0 V 端テから電源 コー ドを 
抜いたり、つないだりすると感電する場合びあります。電源コードを接続するとさは、先に本体側の電源 
入力 AC ] 0 0 V 端子に接続し、抜くとさは、最初に家庭用電源コンセントか b 抜いてください。 

ずべての接続が完了してか5、電源プラグをコンセントに接続してください。 

本機の電源を入れると、瞬間的に大きな電流び流れる場合びありますのでコンピューターなど繊細な 
機器とは別系統のコンセントに接続ずることをおずすめします。 



タンバイ状態になります。 


電源を入れる 

\ ___ 


I/OON/STANDBY INPUT LISTENINQ MODE 


-00000 


口田 i""u 曲 ouN 口 SYSKu HIX-22HDX 


V 



ij モコンのボタンは;!~~ I で表示しています。 



1/む ON/STANDBY 




本体上面パネルの ON / STANDBY ボタ 
ンまたはリモコンの電源ボタンを巧す 

STANDBY インジケーターび消え、表示部び点な 
します。 
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機器を選んで再生ずる 



U モコンのボタンは で表示しています。 



再生ずる機器を選ぶ 

本体の INPUT ボタンまたは、リモコンの入力切換イ/►ボタ 
ンを巧します。 

ボタンを押すたびに入力び1；(下のよラに切〇換〇ます。 
再生したい機器び接続されている端テにをわせて入力を選 
んで < ださい。 

入力を選んだ後、約1秒棲に切り換わります。 


エイチデイーェムアイ 

|-►HDMI 1: 


HDMI 2 : 


HDMI IN 1端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 
HDMI IN 2端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 


HDMI 3 : 


デジタル 

DIG 


DIG 2 : 


HDMI IN 3端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 

□に ITAL IN 1 ( C 日 AXIAL ) 端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 
□に ITAL IN 2(日 PT に AL ) 端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 


DIG 3 (TV )： 

t 

ライン 

LINE 1: 


□に ITAL IN 3(日 PT に AL ) 端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 
LINE 1 IN 端テに接続されている機器を再生するときに選びます。 


LINE 2 : LINE 2 IN 端子に接続されている機器を再生するときに選びます。 




□に1〜3、 LINE ] または2の入力表示は接続している機器に合わせて変えることびでをます。 
48ページ「入力表示を切り換える」をご覧ください。 
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機器を選んで再生する 


2 選んだ機器の再生を始める 

映像機器を再生する場合は、テレビなどモニターの入力を 
切り換える必要びあります。また、 DVD 対応のゲーム機な 
どの再生機器で音青出力設定び必要な場含ちあ0ます。 



本体の VOLUME ^/ ►ボタンまたはリモコンの 
音量 ▲/ ▼ボタンで音量を調整ずる 

音量は Min ’ 1，2……7を7目 ’ Max までの範囲で調整でさます。 



本機はホームシアターでお楽しみいただく製品ですので、ボ 
1」ユーム値を細かく設定でさるよラに音量幅を大きく持たせて 
います。お好みで調整してください。 



リスニングモードを楽しむ 

詳しくは3 ] 〜3已ページをご覧ください。 


•接続を確認ずる：選んだ入力とは異なる端テに接続されている場合があります。27ページの手順7で入 
力を切り換え、順番に再をして音が出るかを確認してください。 

•音量を確認ずる：部屋の大きさなどにもよりますげ、音量の数値は通常3日〜4己でお楽しみいただけま 
す。音量びかさすざないか、本体の表示部で音量の数値を確認してください。 
•必要に応じて各種設定を行ってください。 r 設定をする」37〜48ページ） 
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機器を選んで再生する 


スリープボタン' 


ま3 スりーフ おるさ 

©JD G - 

芭壬チ。？ I ぶおテ；!トト-ン 
〇 〇 〇 
0^0 〇 
d^o 

的0;か； — 5 る 

0 


明るさボタン 


消音ボタン 


-時的に音量をかさ < ずる 



点滅 


リモコンの消音ボタンを巧ず 

音量びごくかさくなり、消音機能び働いている間 
MUTING インジケーターび点滅します。 

解除ずるには… 

もう一度消音ボタンを押してください。 

MUTING インジケーターび消え、元の音量に戻0 
ます。 

音量調整をした0、本機をスタンバイ状態にした 
とさわ解除されます。 


摩ががのがるさを愛法る 



リモコンの明るさボタンを巧す 

押すたびに表示部の明るさび3段腳こ切り換わります。 


M ふつラ • 


•やや暗い 


(> U —プタイマーを使5 

V _ 



リモコンのスリープボタンを巧して、スタ 
ンバイが態になるまでの時間を設定ずる 

「 Sleep 日日 min 」 び表示され、日日分後にスタン 
パイ状態になる設定にな0ます。ボタンを巧すた 
びに10分単位で設定時間び短<なります。 

•ス U —プタイマー動作中は、 SLEEP インジケー 
ターび点灯します。 


残り時間を確かめるには 

スリープタイマー動作中にス U —プボタンを押すと、スタンバイ状態になるまでの残0時間び表示さ 
れます。 

ただし、残0時間び10分 L 处下の表示のときに、再びスリープボタンを押すとスリープタイマーは解 
除されます。 


スリープタイマーを解除ずるには 

SLEEP インジケーターび消えるまでくり返しスリープボタンを押すか、一度スタンバイ状態にして 
から再度電源を入れてください。 




















機器を選んで再生する 




表示ボタンを<り返し巧ず 


表示ボタンを巧すたびに、表示内容び下記のよラに切り換わります。 
• 入力されている信号により、表示される内容は異なります。 



入カ ソースと 音量 


入力信号フオーマツトまたは 
ヴンプリング周波数* 


入カソースとリスニングモード 


アナ□グ信号び入力されているときは表示されません。 PCM 信号び入力されているときは、サン 
プリング周波数び表示されます。デジタル信号 （ PCM 信号を除く）び入力されているとさは、入 
力信号フォーマツトび表示されます。 

サンプ U ング周波数や入力信号フオーマツト表示で約3秒経過すると元の表示に戻りまず。 
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リスニングモードを楽しむ 


u スニングモードを還ぶ 



リモコンのボタンはで表示していまず。 



インプット 

本体の INPUT ボタンまたはリモコンの 
入力切換 ◄ / ►ボタンを（くり返し)巧し、 
再生したい機器を選ぶ 


2 


選んだ機器を再生ずる 



本体の UST 目 NING MODE ボタンまたは 
U モコンの U スニングモード ◄ / ► ボタン 
を巧して、リスニングモードを選ぶ 

ボタンを巧すたびに、モードび切り換わります。 
還べるモードは入力信号の種類によって異な D ま 
す。33〜3己ページの表をご覧ください。 
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リスニングモードを楽しむ 


[ a カソースの種類と巧応ずる U スニングモード 

\ - 


本磯のリスニングモードを使ラと、お部屋にいながら映画館やコンサートホールなどの臨場感あふれ 
る雰囲気を味わっていただけます。 

■入カ ソースの 種類 


本機の U スニングモードは、下記の入カソースで楽しむことびでをます。 


1 の [IIWII 

モノラル音青です。 

KIU : 口 

ステ レオ音舌でず。左ちそれぞれ独立した音青び出力されます。 

15111 Bil 

曰. 1 チャンネルサラウンド音青です。左ちフ□ントスピーカー、センタースピー 
力一、左ちサラウンドスピーカーの曰チャンネルとサブウーファーチャンネルで 
構成されます。 

MBIil 

7.1 チャンネルサラウンド音声です。曰. 1 チャンネルに 2 本の左ちサラウンドバツ 
クスピーカーを追加することでより臨場感を高めていまず。 

ごま意本機では 7.1 チャンネル音青を己. 1 チトンネル音声で出力します。 


■スピーカー配置例 


の® 風 ® 


①サプウーファー 
@左ち フ □ントス ピーカー 
@センター スピーカー 
® 左ちサラウンドス ピーカー 


2.1 の場含 


五1の場合 



已 .1 の場合 I 
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リスニングモードを楽しむ 


■リスニングモードの種類 

本機には liTF の U スニングモードびあります。 


IJ スニングモード 

リスニングモードの説明 

入力 

ソース 

スピーカーの 
配置例 

ダイレクト 

Direct 

もともとの音源に手を加えない、ピュアな音をお楽し 
みいただけます。入カソースのチヤンネルのまま音声 
を出力します。サブウーファーの設定によ b ず選択す 
ることびでさます。ただし、サブウーファー音芦要素 
(LFE) を含まないソースを再をしている時には、サ 
ブウーファーから音が出ません。 

■闕 [" 

Kiia»aii 

msESi 

四四回 

_ステレオ 

Stereo 

左ちフ□ントスピーカーとサブウーファーから出力さ 
れます。 

Mono 

モノラル信号で収録された古い映画を巧をしたり、 2 
言語が記録されているソースを左ちのチヤンネルを独 
立して再生するモードです。 DVD などに記録された 
音声多重のサウンドトラックに適しています。 

マルチチャンネル 

Multich 

PCM でマルチチヤンネルソース再生時のモードです。 


四四 

ドルビーフロ □ジック 

Dolby Pro Lo 留 c II 

2 チヤンネルで収録された音楽や映画を日. 1 チトンネ 
ルで再生でさます。 

•Dolby PL II Movie 

VHS や DVD ビデオ、またはテレビ番組再生時に楽 
しむことびでをます。 

•Dolby PL II Music 

巳 D などのステレオ音楽や、ライブを記録した DVD 
に適しています。 

•Dolby PL II Game 

ゲームディスクを楽しむとさに使用でさます。 

Kiia:iaii 

四四 

ドルビー デジタル 

Dolby Digital 

これらのモードは、入力されたソースをサラウンド音 
声処理しないでそのまま出力します。 

Miaa 

四回 

ドルビーデジタル 

Dolby Digital 

プラス 

Plus 

umsiii 

WMWna 

四回 

ドルビートゥルーエイチディー 

Dolby TrueHD 

UWRSl 

Miaa 

四回 

DTS 

UWR— 

四四 

DTS-HD High 

リソリユーシヨンオーデイオ 

Resolution Audio 

UWRSl 

Miaa 

四回 

DTS-HD 

マスターオーディオ 

Master Audio 

UWR— 

Miaa 

四回 

エクスプレス 

DTS Express 

け■がか 1 

四回 

DSD 

umsiii 

四回 
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リスニングモードを楽しむ 


IJ スニングモード 

リスニングモードの説巧 

入力 

ソース 

スピーカーの 
配置例 

DTS 9色/24 

DTS 目6/34□ゴのついた CD 、 DVD 、 LD などに使 
用でをる U スニングモードです。さめ細やかな音声を 
お楽しみいただけます。 


四四 


DTS Neo : 6 

2チヤンネルで収録されたソースを已 .1 チヤンネルで再 
生するモードです。すべてのチヤンネルに広い周波数 
帯域げ確保され、チトンネル間の独立性ち優れていま 

j 〇 '/、っ ~ っ—ジッ々 

映画に最適な口 nema モードと音楽再生に最適な Music 
モードび選択でさます。 

•Neo :色 Cinema 

U アルで移動感にあふれたサラウンドび再現され、 

2チゎンネルの VHS や DVD ビデオ、テレビ番組に適 
しています。 

S ユージック 

•Neo : 6 Music 

サラウンドチヤンネルを使用することで通萬の2チヤ 
ンネル出力では得5れない自然な音場を生み出しま 
す。2チヤンネルで収録された CD などに適しています。 

Kiia:iaii 

四四 


オンキヨー独自のリスニングモード 


IJ スニングモード 

u スニングモードの説明 

入力 

ソース 

スピーカーの 
配置例 

才ーケストラ 

Orchestra 

クラシックやオペラに適したモードです。 

音声イ;<—ジび全体に広びるようなサラウンド感を強調。 

大ホールで間いているよラな自然な響きが楽しめます。 

"J [邮 [" 

四 

Kiia»aii 


アイフラグド, 

Unplugged 

アコースティックやボーカル、ジゎスなどに適した 
モードです。フ□ントの音場イメージを重視すること 
で、あたかもステージの前で聞いているよラな音場イ 
メージを作ります。 

スタジオ=ックス 

Studio-Mix 

□ック、ポピュラーミュージックなどに適したモード 
です。パワフルな音響イメージを再現した臨場感あふ 
れるヴウンドをお楽しみいただけます。 

TV Logfc 

放送局のスタジオから放映されているテレビ放送に適 
したモードです。 

局のスタジオにいるよラな臨場感を高めます。すべて 
のサラウンド音芦を強調し、尝話音声を明瞭にします。 

Game-RPG 

□ールプレイングゲームのときに選びます。 

ヴーム アクション 

Game-Action 

アクションゲームのとさに選びます。 

Game-Rock 

□ックゲームのとさに選びます。 

ヴーム スポーツ 

Game-Sports 

スポーツゲームのときに選びます。 
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リスニングモードを楽しむ 


IJ スニングモード 

リスニングモードの説明 

入力 

ソース 

スピーカーの 
配置例 

才ールチヤンネルステレオ 

All Ch Stereo 

巳 GM として音楽をかけるときに便利なモードです。 

フ□ントだけでなく、サラウンドか5ちステレオの音 
声を再生し、ステレオイメージを作ります。 

"刪 [" 

Kiia:iaii 

asssi 

四回 

フル モノ 

Full Mono 

すべてのスピーカーからモノラル音声で再生されます。 
どの場所にいてち同様の音楽を聞くことびでさます。 

下 ri"^at 白 r 

デイインシヨナル 

Dimensional 

2つまたは3つのスピーカーであたかち已 .1 チャンネ 
ル再生しているようなバーチャル再生をお楽しみいた 
だけます。左ちそれぞれの耳に届<音靑の特性を制御 
することによって実現しています。反射音成分が大を 
し化期待した効果び得 b れない場合びあるため、でき 
るだけ反射音のかない環境をおすすめします。 

四四回 

フ□ントチヤンネル 

Front 5. 1 ch 

(陪43ページ参照） 


—聴きたいリスニングモードが選べない- 

• デジタル接続はしましたか？(陽引ぺージ)または、 HDM 胺続はしましたか？(陪>19、2日ぺージ） 
ドルビーデジタルや DTS のリスニングモードを楽しむときは、デジタル接続をする必要びあ 
ります。 

• 再生機器側のデジタル出力設定は、正しいですか？ 

ドルビーデジタルや DTS □ゴのついた DVD の本編を再生中に、本機の PCM 表示び点灯してし、 
たら、 再生機器側のデジタル出力設定び PCM になっている場含びあります。再生機器側で他の 
信号わ出力するよラに設定してください。 
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リスニングモードを楽しむ 


チヤンネル- 
選択ボタン 

■ / ►ボタン- 


a' 占 スリーブ ¢5るさ 

© 〇 〇 

り* *1 ■ン S ル Sfi 巧卜 —v 

〇 〇 

P 〇 


W 

を 

0^0 


レイトナイト 
ボタン 


レイトナイト機能を巧ラ 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、 
ドルビー TrueHD 再生時のみに効果がありまず。 

劇場用に作5れた映画音声は大さな音と小さな 
音の差び大さいため、環境音や人の会話などの 
ルさな音を聞くには音量を上げる必要びありま 
す。レイトナイト機能は音量幅をかさくするこ 
とびできるため、全体の音量を上ばずにルさな 
音わ聞こえます。夜中などに音量を絞って映画 
を鑑賞するとさに便利です。この機能は、本機 
をスタンバイ状態にすると解除されます。 


—時的に各 スピーカー レベル 
を調整する 


再生中、一時的に各スピーカーのレベルをお好 
みに調整することびできます。 

この設定は、本機をスタンバイ状態にすると解 
除されます。 



再生中にリモコンのチヤン 
ネル選択ボタンを巧して、 
音量レベルを調整するス 
ピーカーを 選ぶ 



◄/ ►ボタンを巧して、各ス 
ピーカーの 音量レベルを 
調壁する 


レイトナイトボタンを巧ず 



巧ずたびにモードび切0換わ0 
まず。 


ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス 


Off :レイトナイト機能をオフにします。 
(お買い上げ時の設定） 

Low :音量幅をかさくします。 

High :音量幅をさらにルさくします。 


トロル- 

ドルビー TrueHD 


Auto :レイトナイト機能は、自動で日 n か日けに 
設定されます。（お買い上げ時の設定） 
Off :レイトナイト機能を日 ff にします。 

On :音量幅をルさくします。 

ごま意 

•レイトナイト機能は、ドルビーデジタル、ドルビー 
デジタルプラス、ドルビー TrueHD ソフトにの 
み効果びあります。 

• コンテンツ製作者の意図により、レイトナイトのモー 
ドを変えてを効果に変化のないちのちあります。 


◄ボタンを押すと音量び下び0、►ボタンを押 
すと上びります。一 12 CIB 〜 +12 CIB の範囲で設 
定できます。（サブウーファーは、 一1 曰 d 日〜十 
12 CIB の範囲で設定できます。）調整媛、何ち操 
作せず已秒たつと元の表示に戻ります。 



入カソースにサブウーファー音声要素 （ LF 曰び入つ 
ていない場含、サブウーファーから音び出ないこと 
びあ0ます。 


※調整した値を記憶させたい場含は、テスト!-一 
ンボタンで記憶させることびできます。 

(陪41ページ） 
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設定をずる 


戻るボタン 


設定 設定ボタンを巧す 

本体の表示部またはテレビ画面を見なび 5 操作して < ださし、。 


〔設定をする 

\ 

'N 

ノ 

テレビ画面に表示ずる 

テレビを HDIVn 接続している場合には、 

テレビ画面にも表示されます。 


Setup Menu 

ごま意 


1 1.Sp Config | 

2. Sp Distance 

3. Level Cal 

4. Audio Adjust 

5. Source Setup 

6. Volume Setup 

7. HDMI Setup 

8. AutoPowerDown 

表示されるのは、映儘信号び入力されていない 
とを、または入力されている映像信号の解像度か 
480 p、 己 7 日 P、 720 p、 1080 し 108 Op のし、ず 
れかのとさです。 


操作のしかた 


6 ees 
资〇 , 

si ◎◎，©邸 

わ^ —— 

靈屬 io 固 Oi 



4 3 

7，る 
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設定をする 



▲/ ▼ボタンを巧して設定したし頒目を選び、ミ夫定ボタンを巧す 

▲/ ▼ボタンを巧ずごとに設定項目び切り換わり出ます。 


スピーカーコンフイグ 

.Sp Config 


スピーカーデイスタンス 

2. Sp Distance 



4. Audio Adjust 



已 . Source Setup 



6. Volume を白 tup 

I 

I イチデイ- 1 ムアイセツトアツフ 

7. HDM 1 Setup 



8. AutoPowerDown 


接続したスピーカーの「有/無」と「大きさ」 
を設定します。目ページ） 


視聴位置か5スピーカーまでの距離を設 
定します。（陪 *4 日ページ） 

各スピーカーか5のテスト音の音量び同 
じに聞こえるようにスピーカーの音量レ 
ベルを設定します。（陸=41ぺージ） 

U スニングモードや接続した機器によつ 
て音響効果をお好みに設定します。 

(陸42ぺージ） 

入カソースの設定をします。 

(陸43ぺージ） 


ボ U ュームの設定をします。 
(陸44ぺージ） 


HDMI 接続した場含の設定をします。 
(陸44〜4らぺージ） 


電源を自動的にスタンバイ状態にする設 
定をします。（陸=4色ぺージ） 



1つ前のメニ;!-に戻るには、尉ボタン娜してください。 
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設定をする 


スピ—力—コンフイグ 

スピーカー環境の設定 （ l.Sp Config ) 


接続したスピーカーの「有/無」と「大きさ」を 
設定します。 

スピーカーの 大ささの目を 

目安としては、お手持ち 
のスピーカーのユニット 
部び直径1目 cml ；! 上の 
場合は fLargeJ . それ 
ット部 直径 じ'下の場合は 「 Small 」 
を選んでください。 


ヴプウーファー 

Subwoofer 


サブウーファーの有/無を設定します。 

Yes :サブウーファーを使用する場含 
No :サブウーファーを使用しない場合 


フ□ント 

Front 


フ□ントスピーカーの大ささを還びます。 

Small :ル型のフ□ントスピーカーを接続し 
_ ている場合 

Large :大型のフ□ントスピーカーを接続し 
ている場合 

ご注意 

Subwoofer の設定で 「 No 」 を選択した場含、フロ 
ント スピーカーは 「 Large 」 に 固定されるため、こ 
の項目は選択でさません。 



センタースピーカーの設定をします。 

Small :か型のセンタースピーカーを接続し 
_ ている場合 

Large :大型のセンタースピーカーを接続し 
ている場含 

None :センタースピーカーを接続していな 

ィー_ し、口' 

ごを意 

Front スピーカーの設定で 「 Small 」 を選択した場 
含は、 「 Large 」 は選択でをません。 



ヴラウンド 

Surround 


サラウンドスピーカーの設定をします。 

Small :ル型の左ちサラウンドスピーカーを 
接続している場含 

Large :大型の左ちサラウンドスピーカーを 
接続している場含 

None :左ちサラウンドスピーカーを接続し 
ていない場合 

ご注意 

Front スピーカーの設定で 「 Small 」 を選択した場 
含は、 「 Large 」 は選択でをません。 


クロスオーバー 

Crossover 


ク n スオーバー設定値を環境に合った数値に設 
定します。 

目安としてサブウーファーを使巧する場含は、 
フ n ントスピーカーのユニット 部の直径を、ヴ 
ブウーファーを使用しない場含は本ページで最初 
に 「 Small 」 に設定した スピーカーユニットの 直 
径を目まにします。 


ユニット部の直径 

ク□ス オーパー 設定帽 

2日 cm 政上 

40/已0/日0 

16〜 20 cm 

80 

13〜] 6 cm 

100 

日〜1 3 cm 

120 

目 cm L 处下 

1已0(初期設定)/20日 


タカレ バス 

Double Bass 


サブウーファーを 「Yes (有り）」にしていて、 

フ□ントスピーカーを riargej に設定してい I 
る場合、サブウーファーをさらに強調させるこ 
とびでさます。 

On :サブウーファーを強調します。 1 

Off :サブウーファーを強調しません。 
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設定をする 


マレ" 一 力 ー ディフ々、ク 

視聴位置か5スピーカーまでの距離設定に . Sp Distance ) 


視聴位置か5スピーカーまでの距離を設定しま 
す。距離を設定することで、それぞれのスピー 
カーか5視聴位置までの音の届く時間を一定に 
し、 ホーム シアターをよ0快適にお楽しみいた 
だけまず。 


左フ□ント _センター > ちフ□ント 
スピーカー スピーカー スピーカー 


[Left] I Center] I Right I 



I Suit Left] 

上図の順にスピーカーび切り換わりますので、 
それぞれのスピーカーまでの距離を設定して< 
ださい。 つィート 

各スピーカーは、 0.3 m 〜日 . Om ( 1 ft — 30 ft ) 
の範囲で設定でさます。 



設定する単位を選びます。 


meters :距離をメートルで設定する。 
feet :距離をフィートで設定する。 



左フ□ントス ピーカーまでの 距離を設定します。 



センタースピーカーまでの距離を設定します。 


ライト ， 

Right*' 


ちフ□ントス ピーカーまでの 距離を設定します。 


サラウンドライト _ 

Surr 阿呂 ht*2 


ちサラウンドスピーカーまでの距離を設定しま 
す。 



左サラウンドスピーカーまでの距離を設定しま 
す。 



サブウーファーまでの距離を設定します。 

^左フ□ントスピーカーで設定した距離の±1.已 m 
の範囲で調整でさます。 

の左フ□ントスピーカーで設定した距離の一4.已 m 
から+1石 m の範囲で調整できます。 


ごミ主意 

r スピーカー環境の設定」で、 「 No 」 または 「 None 」 を 
選択したスピーカーは、選択でさません。 
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設定をする 

スピーカーの 音量レベル調璧 (3. Level CaO ソョノ 


各スピーカーからのテスト音の音量び同じに聞 
こえるように、それぞれのスピーカーの音量レ 
ベルを設定します。スタンバイ状態にしても記 
憶しています。 

•ミューティング中は、設定でをません。 


左フ□ント > センター .ちフ□ント 

スピーカー "スピーカー スピーカー 

I Left I [Center I [ Right ] 


サブウーファー 
I Subwoofer ] 


左サラウンド 
スピーカー 



ちサラウンド 
スピーカー 
I Suit Right I 


[Surr Left ] 


ご注意 

r スピーカー環境の設定」で、「庇)」または rNoneJ 
を選択したスピーカーは、設定できません。 


ヒン 


テストトーンボタンでテスト音を出して設定ず 
ることちでさまず。 

①テストトーンボタンを押して、テスト音を出 
します。 

@次にイ/►ボタンでテスト音を調整し、チヤ 
ンネル選択ボタンでスピーカーを切0換えま 
す。 

感もう一度テスト!ンボタンを押すと、終了 
します。 


「ヴー」といラテスト音び左フ□ントスピーカー 
より出力されます。 すべてのスピーカーのテス 
卜音び同じ音量に聞こえるように調整します。 
サブウーファーは、 一1 已 d 巨〜十] 2服の範囲で、 
それしが I のスピーカーは、 -12 服〜+12服の 
範囲で設定でさます。 


Left 


左フ□ントスピーカーのテスト音を調養します。 



センタースピーカーのテスト音を調整します。 


Right 


ちフ□ントスピーカーのテスト音を調養します。 


Surr Right 


ちサラウンドスピーカーのテスト音を調整しま 
す。 



左サラウンドスピーカーのテスト音を調整しま 
す。 


ヴプウーファー 

Subwoofer 


サブウーファーのテスト音を調養します。 

































設定をする 

音響効果を調整ずる （4. Audio Adjust ) 


I 」スニングモードや接続した機器によって音響 
効まをお好みに調整しておくことびできます。 

■ Multiplex / Mono 時の設定をする 


インブット マルチブレックス 

Input (Mux) 


多重音声や多重言語の放送などで音声や言語を 
選択します。 

表示ボタンを押して、表示部に音声の数び n+ij 
と表示された5音青多重放送です。 

Main :ま音青を出力します。 

(お買い上げ時の設定） 

Sub :副音声を出力します。 

M/S :主音青と副音声の両方を出力します。 


インフット モノ 

Input (Mono) 


2チャンネルで収録された入力信号を 「 Mono 」 
IJ スニングモードで再生するとさに使用する信 
号チャンネルを設定しまず。 

L+R :ちちチャンネルの信号を両方再生します。 
(お買い上げ時の設定） 

_L :左チャンネルの信号を再生します。 

R :ちチャンネルの信号を再生します。 

■ PLD Music 時の音質を調整する 

ごま意 

• 2チャンネル収録された入力信号のみに効果げあ 
ります。 

•スピーカーを2チャンネル（左ちフ□ントスピー 
カーのみ）に設定しているときは、設定でさません。 


けノラス 

Panorama 


前方の音場を横方向に広げることびできます。 

On :パノラマ効果をオンにします。 

Off :パノラマ効果をオフにします。 
(お買い上げ時の設定） 


ディメンション 

Dimension 


音場を前方または後方へ移動させることびでさ 
ます。お買い上げ時の設定は「0」に設定されて 
います。 



•「0」を中むに、+1、+2、+3にすると後方へ、 
-1、一2、 一3 にすると前方へ移動します。 

• 広がり感びありすざたり、サラウンドび強すざる場 
含は音場を前方に調整するとノ くランスび良くなりま 
す。逆にモノラル感や音場び狭し、感じの場合は音場 
を獲方に調整するとノ f ランスび良くなります。 



センタースピーカーの音の広びり幅を調整する 
ことびできます 。 Dolby Pro Logic II では、セ 
ンタースピーカーびある場合はセンターチヤン 
ネルの信号をセンタースピーカーか5のみ出力 
します。（センタースピーカーびない場合は、左 
ちフ□ントスピーカーに等分に振り分け、仮想 
のセンター音像を作ります。） 

この設定では、センタースピーカーと左ちフ己 
ントスピーカーの配合を調整し、センターの音 
の重量感を調整することびでをます。お買い上 
げ時の設定は「3」ですび、日〜7の範囲で選択 
でさます。 

■ Neci :6 Music 時の音質を調整する 



この設定では、左ちフ n ントチヤンネルからい 
く 5か差し引いた音声を使ってセンターチヤン 
ネルの 音青を作0出します。「日」に設定してい 
るときにフ□ント音場び中央になり、「己」に設 
定するとフ□ント音場び左ちににびります。お 
買い上げ時の設定はに」ですび、日〜日の範囲 
で選択でさます。 
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設定をする 


■ 自然；^深みのある低音を調壁ずる 
( EX . BASS ) 


EX. BASS 


映画や音楽ソフト再生時に自然で深みのある低 
音を調整することびでをます。 

Off ： EX . 巨 ASS は働をません。 

On : EX . BASS び働をます。 

■ シアターデイメンシヨナル時の調整 
をずる （ T - D ) 


ソース の設定をずる 

ソース セットアップ 

记 Source Setup ) 


■機器間の音量差を減5す 


インテ U ポ IJ ユーム 

IntelliVo! 


本機に複数の機器を接続している場合、本機の 
ボリューム位置び同じでわ機器によって再生す 
るとさの音量に差び出ることびあ0ます。この 
表示を出したまま、入カソースを切り換えて音 
量を聞を比べなび5設定すると便利です。 

•- 1 2 dB 〜+ ] 2 dB の範囲の調整でさます。 



視聴をから見た左ちフ□ン 
トスピーカーに対する角度 
を設定します。シアター 
デイ方ンシヨナルはこの角 
度ををとにバーチャル処理 
を行います。左ちフ□ント 
スピーカーから等距離で、 
かつ選択したリスニングア 
ングルに近い視聴位置び理 


左フ□ントちフ□ント 
スピーカースピーカー 





視聴者 


ワイド ミドル 十日一 

想です。 Wide (広い）、 Middle (中間）と Narrow 


(狭い）の中か5選べます。 

ミドル 

お買い上げ時の設定は Middle でず。 


フ□ント 

Front 5. 1 ch 


接続しているスピーカーをすべて前方に置いてシ 
アターデイ方ンシヨナルを楽しむ場合の設定です。 


(スピーカーを前方に置いた配置例) 


■ 映像と音声の再生にズレがあるとさ 


A/V Sync 


映像び音声より遅れて再生されるよラなとき、 
この設定で映儘信号と音声信号を同期させるこ 
とびできます。日 〜 looms (ミリセカンド：千 
分の]秒）の範囲を] 0 ms ステップで、音声の 
遅延を調整することびできます。 

再生される映像を見なび5調整します。 

日〜]日日 ms の範囲を1日 ms ステップで調整でさ 
ます。映儘と音声び同期するよラに、音声の遅 
延を調整してください。 

U ップシンク対応機器の場合は、リップシンク 
機能によって補正された遅延時間び反映されま 
す。（陪=4日ぺージ） 

ごま意 

この機能は、 U ス ニン グモードを 「 Direct 」 にして 
いるとをのアナ□グ信号には働さません。 


サラウンド スピーカー 



Yes :スピーカーを前でに置いている場含に 
選びます。 

No :通常の配置にしている場合に選びます。 
(お買い上げ時の設定） 


■圧縮信号の音質を良ぐずる 


ミユージツクオフテイマイげ一 

M. Optimizer 


この機能は、圧縮された音楽信号をよ0良い音 
質にします。 MP 3 などの非可逆圧縮ファイルの 
再生時に便利です。 

Off : Music 日 ptimizer 機能をオフにします。 
(お買い上げ時の設定） 

On : Music 日 ptimizer 機能をオンにします。 

ごミち意 

この禮能は、 48 kHz 政下の P 仁 M 信号とアナ□グ信号 

に働きます。また、 U スニングモードび 「 Direct 」 の 
ときは、効果びありません。 


























設定をする 


ボリユーム設定をずる 

ボリユームセットアップ 

(6 - Volume Setup ) 


■ 最大音量を設定ずる 



音量び大をくなり過ぎないよラに、音量の最大 
出カレベルを設定することびでさます。30〜 
7目の範囲内で設定でさます。 

設定しないとさは 「 Off 」 を選びます。 

■ パワーオン時音量を設定ずる 



本機の電源を入れたとさの音量を一定に設定し 
てお < ことびでさます。 

1 -2 …7目 ’ Max の範囲巧で設定できます。 

ただし 、 Max Volume を設定している場含は、 
その値までしか設定でさません。 

本機をスタンバイ状^亂こする前の音量をそのま 
ま残したい場含は 「 L 言も:」を選びます。 


HDMI 設定をずる 

I イチディ-1ム7イセ’；/トアップ 

(7. HDMI Setup ) 


■ オーディオテレビアウト設定 



HDMI 端テから音声出力を「する/しない」の設 

定びでさます。本機の HDMI OUT 端子とテレビ 

の HDMI 入力端子を接続していて、テレビのス 

ピーカーから音声を聞きたいときなどに設定し 

ます。通甫は 「 Off 」 にしておいてください。 

入力信号やテレビによっては、 On にしてち音び 

出ない場合びありまず。 

Off :出力しません。（お買い上げ時の設定） 
On :出力します。 

ごミち意 

•Audio TV 日 ut の設定び ron 」 で、テレビから 
音声が出ている場合は、スピーカーか6音靑び出 
ません。 

•TV Ctrl の設定び rOn 」 の場合は、 「 Auto 」 にな 
ります。 

•お使いのテレビや入力信号によっては、設定び 
「 On 」 でもテレビか6音声び出ないことびありま 
す。 

•この設定を 「 On 」 にしているとき、または TV 
Ctrl の設定を 「 On 」 にしているとさにテレビを 
間いていると、本機の音量を上げると本機に接続 
しているスピーカーから音び出る場合がありま 
す。本磯に接続しているスピーカーの音を止める 
には、設定を変更するか、テレビの設定を蜜要、 
または本磯の音量を下げてください。 
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設定をする 


■ リップシンク設定 



■ ARC けーデイオ U 夕ーンチヤンネル)設定 


ARC 


接続したモニターか5の情報により、映像と音 
声のズレを本機で自動的に補正するかどうかを 
設定します。 

Disable :自動では補正しません。 

(お買い上げ時の設定） 

Enable :自動的に補正します。 

一 

ごま意 

• U ップシンク機能は HDMIU ップシンク対応のテ 
レビに接続している場含にのみ動作します。 

• U ップシンク機能によって補正される遲延時間を、 
A/V Sync メニューで確認することがでさます。（腹' 
43ぺージ） 

■ HOi が□ント□-ル設定 


コントロール 

HDMI Ctrl 


本機と HDMI 接続した CEC 規格対応機器や 
FUhlD * 対応機器と連動動作するかどラかを設 
定します。 

Off : RIHD C 日 ntral を使用しませ/ U 。 

(お買い上げ時の設定） 

On : RIHD C 日 ntra 階使用します。 


ARC (オーデイオリターンチヤンネル)は 、 HDMI 
接続しているテレビか5の音青を本機の HDMI 

日 UT 端子に送る機能です。この機能を使用す 
るためにはテレビ側も AR 巳に対応しているぶ、 
要びありまず。 

ARC 機能を使用しないときに選択して 
くださし、。 

ARC 機能を使用するときに選択してく 
ださい。テレビからの音声信号を本機の 
HDMI 日 UT 端テに送ることびできます。 
(お買い上げ時の設定） 

• ARC は HDMI Ctrl 設定げ 「 On 」 のとをに設定で 
さます。 

•テレビの入力を切り換えると、本機の入力は自動 
的に 「ARC ( TV )」 になります。 

■パワーコント□-ル設定 


バワーコントロール 

Power Ctrl 


HDMI で接続された r = UhlO 対応機器と電源連動 
させたい場合に 「6 n 」 にします。 

HDMI Ctrl 設定び日 n のとをは、自動的に日 n に設 
定されます。 


Off : 

才ート 

Auto : 

ごミち意 


ごま意 

• ronj に設定しているときは、接続している RIHD 
対応機器の名前と 「 RIHD 日 n 」 び下記のよラに 
表术部1し表术されます。 

「 Search 」 一「體器の名前」一 「RIHD On 」 

本磯が接続體器の名前を受信でさないとさは、 
fPlayerJ .「 Recorder 」 などと表示されます。 

•接続機器び対応していない場合や、対応している 
かどうか分か6ない場合は 「 Off 」 に設定してく 
ださい。 

• 「加」に設定して、おかしな動作をする場合は roff 」 
にして < ださい。 

•詳しくは接続した機器の取扱説明書をご覧ください。 


Off : Power Ctrl を使用しません。 

On : Power Ctrl を使用します。 
(お買い上げ時の設定） 

ごミ主意 

• HDMI Ctrl 設定が I ■加」のときに設定できます。 

• この機能は Power Contr 日 I 磯能に対応している 
RIH D 対応機器と接続しているときのみ動作しま 
す。ただし、接続機器の状態によっては連動し 
ない場合げあります。 

• ronj に設定しているときは、政下のような状態 
になります。 

* HDMI THRU 機能が働きまず。 

これは HDMI 入力端子か6入力された映像音 
声信号び HDMI 出力端子に接続されたテレビ 
や他の機器に出力される機能で本機の電源び 
オンでもスタンバイ状態でも働きます。 

* この機能び働いているときは、スタンバイ状 
態のとさに HDMI THRU インジケーターび才 
レンジ色に点巧します。 

* この機能が働いているとさは、本機の待機時 
消費電力び増えます。 

• 接続した機器の取扱説明書をご覧<ださい。 







設定をする 


■ TV コント□ール設定 


TV Ctrl 


HDM 腊続した RJ 卜の対応テレビか5、本機を 
コント□ールしたいとさに ron 」 にします。 

Off : TV 巳 tri を使巧しません。 

On : TV Ctrl を使用します。 

(お買い上げ時の設定） 

--■*■■*»- - 
ご注意 
一-*-^- 

•テレビび対応していない場合や、対応しているかど 
うか分か b ないときは、 「 Off 」 に設定してください。 
• 接続した機器の取扱説明書ちご覧ください。 

• この設定は 、 HDMI Ctr ! と Power Ctrl の両方の 
設定が 「 On 」 の場合に変更できます。 


本機の電源を自動的に 
スタンバイ’が態にずる 

才ート パワー ダウン 

(8 - AutoPowerDown) 


本機の電源を自動的にスタンバイ状態にするこ 
とびでさます。 

■ 自動電源オフ設定 


才ート "ワー ダウン 

AutoPowDown 


本機に約2時間入力び無かった0、約2時間本機 
を操作しなかった場合、本機の電源を自動的に 
スタンバイ状態にすることびできます。 

Off : AutoP 日 werDown 機能は働きません。 
(お買い上げ時の設定） 


ご注意 

HDMI Ctrl、Power Ctrl、TV Ctrl の設定を変 
要したあとは、すべての接続機器の電源を一度 
オフにして、再度入れ直してください。また、 
接続機器の取扱説明書を必ずお読みください。 


On : AutoPowerDown 機能び働きます。 

ご'ま意 

オン 

設定げ「曰 n 」 のとをは、信号び入力されていてちそ 
のレベルび低い場合、約2時間後に本磯びスタンバ 
イ状態になることがあります。 
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設定をずる 


デジタル入カモードを DTS 、 PCM に固定する 


DTS や PCM 信号の再生中にノイズや巧間の頭切 
れび気になる場合は、設定することをおすすめし 
ます。デジタル入力を DTS または PCM に固定す 
ることびでをます。 





リモコンの入力切換 ◄/ ►ボタンで設定ずる機器を選ぶ 



設定ボタンを約3秒間巧し続ける 

フィックスドモード オート 

現在のデジタル入カモード 「Fixed Mode : Auto 」 び表示されます。 



r 円 xed Mode : Auto 」 表示中(約3秒間）に ◄/ ►ボタンを（く 
り返し）巧して、デジタル入カモードを選ぶ 

押すたびに、下記のよラに表示び切り換わります。 


广 Auto 如 


►PCM 


DTS っ 


Auto ( お買い上げ時の設定）： 

デジタル信号を再生します。 


PCM : 

Auto で CD などの PCM の巧間で頭切れび気になる場をに選択してくださし V 2チヤンネルの PCM だ 
けび再生でをます。 


DTS : 



Auto で DTS - CD を再生するとき、 DTS 信号を識別して読み取る間や、 CD の早送り、早戻しをする 

ときのノイズび気になる場含に選択してください。 DTS - HD 政がの DTS 音声を再生できます。 

一 

ご注意 

DTS 対応の CD や LD を再生するときは、必ず 「 Auto 」 または 「 DTS 」 を選択してください。 「 PCM 」 を選 
択すると、ノイスび出力されます。 
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設定をする 


入力表示を切り換える 


本機と PI 端モ付きオンキヨー製品を接続してシステム機能をご使用になるとをは、接続した機器に 
合わせて入力表示を切 D 換えてください。 

• □□ CK'.'RI ドック、 ND - S 1 • TAPE '.' カセットテープレコーダー 

• DVD'.'DV □プレーヤー • MD'.'MD レコータ_ 

■ CD'.'C □プレーヤー ■ CDR ''' 巳□レコーダー 

TV につし' I て 

本機と RIH □対応テレビを接続していると走は、入力表示を TV に切り換えてください。 

1,2 


) ON/STANDBY INPUT LISTENING MODE — VOLUME ■- 

O Lq Q Q Q 


V 




2 



本体の INPUT ボタンをくり返し巧し、切り換えたい入力名称 
を表示させる 


本体の INPUT ボタンを約3秒巧して変更したい名称を還ぶ 

INPUT ボタンをくり返し巧すたびに政下のよラに切り換わります。 


デジタル 

■ DIGI-^DIGl ( DOCK ) 
•DIG2 — ►□ IG 2( D 0 CK )- 


.□に 2( TV )- 


•□IG3(TV)- 


■ DIG 3 — ► DIG 3( D 0 CK )- 


•LINEl — oLINEKDOCK ) — ► LINEl ( DVD ) — ► LINEl ( CD ) - 

し LINE 1 ( TV ) LINE 1( CDR)LINE 1( MD )■»— LINE 1( TAPE )' 
- LINES — ► LINE 2( D 0 CK ) — ► LINE 2( DVD ) — ► LINE 2( CD ) - 


. UNE 2( TV )*»— UNE 2 脚印 UNE 2( MD)*»—LINE 吕打 APE ). 


5^ 表示名はすべての入力に巧して 1 つしか使用することびでさません。 

デジタル ドック 

たとえば DIGl の入力表示名を DIG ] ( DOCK ) にすると、その他の入力は 
「 DOCK 」 を選ぶことがでさなくなります。 
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困ったとさは 


まず下記の内容を点検してみてください。接続した他の機器に原因びある場合もありまずので、他機 
器の取扱説明書も参照しなが 5 あわせてご確認ください。 

オンキヨーホームページか 6 も、製品の取り扱い方まや FAQ ( よくあるご質問）をお調べいただくこ 
とがでさまず。 

http://wwwJp.onkyo.com/support/ 

♦ 夕章の最後にある数字は参照ページ数でず。 


修理を依頼される前に 


本機び動作しなくなった D 、 操作びできなくなったとさに、本機のマイコンをリセットすることで、 
トラブルび解ミ肖されることびありまず。修巧を依頼される前に、下記の手順でマイコンを U セットし 
てみて < ださい。 


マイコンの U セツトについて 


オン スタンバイ リスニング 

ON/STANDBY LISTENING 


ボタン 

MC 

)DE ボタン 

I/O ON 巧 WhCdv 

知 

iNW/t US, か MS MOOS 

o e — ■ 

— VOLUME > 

o o 

WGrfMStwjJows 。, か HTX'22HDX 


V 


登録したレベル設定などをすべてお買い上げ時 
の設定に戻したいとさは、 UTF の手順で本機の 
マイコンを U セツトでさます。 

電源の入ったが態で本体の USTENING 
MODE ボタンを巧しなび！5、 ON/STANDBY 
ボタンを巧ず 

表示部に 「 Clear 」 と表示され、本機の設定 
びお買い上げ時の状態に戻ります。 


電源 

電源が入 5 ない 

• 電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してください。_ 

• 一度電源プラグをコンセントからおさ、已秒 ULL 待ってから再度コンセントに差し込んでください。 


r 音声_I 

音声が出ない 

• 接続コードのプラグは奥まで差し込んでください。 

•接続した機器の入力端テ/出力端子に間違いびないか確認してください。 

• 入力び正しく選択できているか確認してください。 に 7) 

• 保護回路び働いている可能性びあります。スピーカーコードびショートしていないか、本機背面の端 
テ、コード、スピーカー背面端テをご確認ください。 （ 17 、 18) 

•スピーカーコードの©、©は正しく接続されているか、スピーカーコードのビニール部分びスピー 
カー端テにはさまっていないか確認してください。 (17) 

• ボ U ューム位置を確認してください。本機は基本的に Mirv 1 .を-- ’ ys - yg ’ iviax まで調整できます。 

一般のご家庭で已〇前楼までボ U ュームを上げていても、正常な範囲です。 （ 28) 

• 接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 

• HDMI 入力した音青び出力されない場含は、プレーヤー側の出力設定を変更してください。 

•接続した機器でのデジタル音声出力の設定を確認して<ださい。 DVD 対応のゲーム機など、機器 
_によっては初期設定び日 FF になっていることびあります。_ 

•デジタル入カモードの設定の確認を巧ってください。 「 DTS 」 や 「 PCM 」 に固定されていると、そ 
れ政がの音声を出力しません。 （ 47) 
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困ったとさは 


エラーメッセージが出る 

• 操作中、表示部に表示される^ッセージは];(下の内容を意昧します。 

Not available :その機能は使えないといラことを意昧します。たとえば、ドルビーデジタルじ(が 
の入力信号のためレイトナイト機能び設定でをないときなどに表示されます。 
_ Muting On :ミ:!ーティング（消音）機能び日 N になっているため設定できません。_ 

DTS 、 PCM のインジケーターが点滅している 

•デジタル入カモードを固定している場合、その固定されたフォーマットし U がの信号び入力されてい 
ます。設定を確認し、デジタル入カモードを rAutoJ にしてください。 （47) 

センタースピーカーやヴラウンドスピーカーか5音が出ない/サブウーファーか6音び出ない 

• U スニングモードによっては、音声の出力されないスピーカーびあります。他の U スニングモード 
を選んでください。 

•再生するソースによっては、ドルビープ□□ジック II の U スニングモードは音び出にくい場合びあ 
ります。 

日. Ich 対応の DVD ソフトや巨 S デジタルの日. Ich 放送は臨場感を表現する信号び含まれていること 
び多いですび、 CD や一般の放送には含まれていないのび一般的ですので、他のリスニングモード 
_をお選びください。_ 

•パソコンやゲーム機、 DVD プレーヤーなどの接続した再生機器側で出力設定を確認してください。 

音が良くない 

•スピーカーコードのプラス©/マイナス©び正しく接続されているかご確認ください。（17、 18) 

•スピーカーの「有/無とク□スオーバー周波数」、「距離」、「音量」設定を行ってください。 

_ (39 〜 41) _ 

• ピンコードのプラグは契まで差し込んでください。 （22) 

レコードプレーヤーの音が小さい 

• レコードプレーヤーびフオノイコライヴー内蔵か、お確かめください。 

巧蔵していないレコードプレーヤーの場合は別違フォノイコライヴーび必要です。 

レコードプレーヤーが再生でさない 

• MC カート U ツジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合は、昇圧トランスまたはへッドアン 
プとフオノイコライヴーび必要です。 


〈音質について〉 

電源投入懐1日〜3日分程度経過した方び音質は安定します。 


特定のスピーカーか5音が出ない 

I —テスト音は出まずか？^- 

スピーカーの音量レベル調整で、接続したずべてのスピーカーか5個別にテスト音び出ているか 
確認してください。 （41) 

表示部にスピーカーの表示は出るが、テスト音が出ない 
• 音の出ないスピーカーの接続び正しくない可能性びあります。 

スピーカーコードのお線部分び本機のスピーカー端テの金属部で固定されているか確認してくだ 
さし、。 

コードび巧れ曲びった0損傷していないか確認してください。 

テスト音ち出ず、表示部にち表示されない 

•スピーカーの設定び正しくない可能性びあります。スピーカーの「有/無とク□スオーバー周波数」 
の設定を行ってください。 （3 日） 

テスト音は出るが、音が出ない 

•再生するソースによっては音び出にくいスピーカーびあります。 

•サブウーファー音青要素 ( LFE ) の入っていないソフトを再生している場合、サブウーファーか 
ら音げ出ないことびあ0ます。 

表示と違ラスピーカーか6音び出る 

• スピーカーの接続び正しくありません。それぞれのスピーカーび正しい端テに接続されているか 
確認してください。 （17、 18) 
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困ったとさは 


I — リスニング モー ドによっては音が出ない スピーカーが ありまず^ - 

センタースピーカーか5しか音が出ない 

•テレビや AM 放送などモノラル音源を再生するとさに、 U スニングモードをドルビープ□□ジッ 
ク II にすると、センタースピーカーに音が集中します。 

センタースピーカーやヴラウンドスピーカーか5音が出ない 

•リスニングモードび 「 Stereo 」、「 Mono 」 のときは、センタースピーカーやサラウンドスピーカー 
か5音び出ません。 

サブウーファーか5音が出ない 

•入カソースにサブウーファー音声要素 ( LFE ) び入っていない場含、サブウーファーか5音び出 
ないことがあ0ます。 


ドルビーデジタル 

希望ずる信号フオーマツトで聞くことがでさなし、 (Dolby Digital. DTS や AAC のフオーマツトにな6ない) 


Dolby Digital、DTS や AAC の音声を聞くためには、デジタル接続び必要でず。 


• 接続した機器でのデジタル出力の設定を確認してください。 DVD 対応のゲーム機など、機器によっ 
ては初期設定でデジタル出力び日 FF になっていることがあ0ます。 

希望ずるリスニングモードが選べない 

•スピーカーの接続状況によっては選択でをない I 」スニングモードびあ0ます。「1」スニングモード 
の種類」でご確認くださし、。 （33 〜3已） 

音量調整び 80(Max)iy 下で終わる 

• 設定画面を使ってスピーカーの音量調整をした場含は、音量最大値び変わることびあります。 


ノイズが出る 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び莫化しますので避けてください。 

• 接続コードび影響を受けている可能性びありますので、接続コードの位置を動かしてみてください。 

レイトナイト機能が働かない 

•再生ソースびドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TrueHD のいずれかになつ 
ているか確認してください。 （36) 


DTS 信号について 

• DTS 信号を再生しているとさは、本機の DTS インジケーターび点灯します。プレーヤー側での一 
時停止やスキップ操作時に発生するノイズを防ぐため、再生び終了してち日 TS インジケーターび 
点口したままになります。このため、 DTS 信号か5急に PCM 信号に切り換わるタイプのソフトは、 
PCM びすぐに再生されない場含びあります。このとをはプレーヤー側で再生を約3秒政上中断し、 
再び再生を巧うと正常に再生されます。 


•一部の CD または LD プレーヤーでは、本機とデジタル接続をしても正しく DTS 再生びできない 
場合びあります。出力されている DTS 信号に何5かの処理（出カレベル調整、サンプ U ング周波 
数変換、周波数特性変換など）び行われていると、本磯び正しい DTS 信号とみなすことびでさず、 
ノイズを発生することびあります。 


• DTS 対応ディスクを再生しているときにプレーヤー側で一時停止やスキップなどの操作をすると、 
ごく短時間ノイズび発生する場含びありますび、これは故障ではあ0ません。 


HDMI 入力音声が頭切れずる 

• HDMI 信号は、他のデジタル音声信号に比べてフオーマツト認識に時間びかかるため、音の出だし 
び遅れることびあ0ます。 
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困ったとさは 


1 U モコン 1 


リモコンが働かない 

•電池の極性（任)、©)び、表示通り正しく入っているか確認してください。 

(10) 

• 電池を2本とち新しいわのと交換してみてください。 

(種類の異なる電池の使用や、新しい電池とちい電池の混用はさけてください） 

(10) 

• U モコンと本体の間び離れずざていませんか？ U モコンと本体の間に障害物びありませんか？ (10) 

• U モコン受光部に強い光（インバータ壁光灯や直射日光）び当たっていませんか？ 

(10) 

オンキヨー製 DVD プレーヤーや RI ドックの操作ができない 

•オンキヨー製他機器と巧■ケープルび正しく接続されているか確認して<ださい。 FH ケーブルを 
接続している場合、才ーディオ巧ピンコードも接続してください。 （FH ケーブルだけでは正しく 
連動しません） （23) 

• U モコンを本機の IJ モコン受光部に向けてください。 

(10) 

•入力表示び正しく設定されているか確認してください。 

(48) 

1 他機器との接続 1 


接続した機器の音び出ない 

•入力切0換えを確認してください。 


•才ーデイオ用光デジタルケーブルび折れ巧びったり損傷していませんか？ 

• フオノイコライヴーを内蔵していないレコードプレーヤーは、別売のフオノイコライヴー 
て < ださい。 

を中継し 

テレビの映像がにじむ 

• テレビか5スピーカーを離してください。 


1その化 1 


を重音声の言語を切り換えたい 

• [Input (Mux)」 で主音青/副音声を選択します。 

(42) 

スピーカーの距離設定が希望通りにな5ない 

•設定する数値びホームシアターに適した数値に嬌正されることびあります。 

(40) 

音量に関ずる設定を希望通りの数字にできない 

• ボ U ューム設定をした場含は、設定でをる音量最大値び変わることびあります。 

(44) 


本機はマイク n コンピューターにより高度な機能を実現していますび、ごくまれにか部か5の雑 
音や巧書ノイズ、また静電気の影響によって誤動作する場合びあります。そのよラなとさは、電 
源プラグを抜いて、約已砂後にあ5ためて電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障によ0正常に録音-録画でをなかったことによって生じた損害 （CD レンタル料等) 
については保証対象にな0ません。 

大事な録音をするときは、あ5かじめ正しく録音•録画できることを確認の上、録音•録画を行つ 
て < ださい。 


本機の電源〕ードをコンセントか5巧くときは、本機をスタンパイ状態にしてか5巧いてくださし、。 
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HDMI について 


A イ ディフイニイシヨン マルチメディア インターフエース 

■ HDMI (High-Definition Multimedia Interface ) とは 


放送のデジタル化などの変化に対応して、家庭内でテレビ/プ□ジェクタ ー、 ブルーレイディスク 
/ DVD プレーヤーなどの映像機器間をデジタル接続することを目的として策定されたインターフエー 
ス規格です。 


従来は機器間の接続に、ビデオ、オーディオ、コント□ールの各信号巧に複数のケーブルを使用して 
いましたび、 HDMI ケーブルを1本接続するだけで、コント□ール、デジタルビデオおよび最大8チヤ 
ンネルのオーディオデジタル信号 （2 チヤンネル PCM 、 マルチチヤンネル音青、マルチチヤンネル 
PCM ) を送ることびでを ます。デジタルビジュァルィン》_フてィス 

HDMI ビデオ信哥ま、従来の DVI (Digital Visual Interface ) * i と互換性びあり、 HDMI - DVI 変換ケー 
ブルを用いてテレビやディスプレイの DVI 端テと接続することわでさます。（テレビやディスプレイに 


よっては、働かないことちあ0ます。） 

A イ バンドウイドゥス デジタル コンテンツ フ□テクシヨン 

本機は、 HD 巳 P ( High-bandwidth Di 呂 ital Content Protection ) ^を採用していますので、 
HDCP 対応機器の映像を表示することびできます。 


本機の HDMI インターフェースは、下記標準に基づいています。 

Audio Return Channel 、 3 D 、 x . v . Color、Deep Color . リップシンク、 DTS-HD マスター オー 
ディオ、 日 TS - HD 八イリゾリ ューシ ョン オーデ ィオ、ド ルビー TrueH 日、ドルビーデジタルプラス、 
DSD 、 AAC およびマルチチヤンネル PCM 


対応音声フォーマット 

• 2 チヤンネ J レリニア PCM (32 〜]目 2 kHz 、 1日/2日/ 24 bit ) 

•マルチチヤンネル U ニア PCM (最大 7.1 巳 h 、 32〜]目 2 kHz 、 1 6/20/24 bit ) 

■ビットスト U - ム（ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラス、ドルビー TmeHD 、 DTS 、 
DTS-HD 八 イレゾ U ユーシヨンオーデイオ、 DTS エクスプレス、 DTS - HD マスター オーデイオ、 
DSD 、 AAC ) 

ただし、プレーヤー側わ上記の音声フォーマットの HDMI 出力に対応している必要びあ0ます。 


■ 著作権保護について 

本機は HDCP ( High-bandwidth Digital Contents Protection ) に巧応していますので、本機と 
HDMI 接続する機器ち HDCP に対応していることび必要です。 

*1 DVI (Digital Visual Interface ) : DDWG * 3 び、 ] 99目年に策定したデジタルディスプレイ•イ 
ンターフエース規格。 

が HDCP ( High-bandwidth Digital Content Protection ) : Intel び開発した HDMI / DVI 用の映 
憬向けの暗号化処理方式。映儘コンテンツ保護を目的にしており、暗号化された信号を受信する 
には、 HDCP 準拠の HDMI / DVI レシーバーび必要になる。 


.〇 デジタル デイスフレイ ワーキング グルーブ 

DDWG (Digital Display Working Group ) : Intel 、 Compaq 、 富 ± 通 、 Hewlett Packard 、 
IBM . NEC、Silicon Ima 呂 e などび中むとなって運営するディスプレイのデジタルインターフエー 
スの標準化を推進する団体。 


ごを意 

• HDMI ビデオ信号は、 DVI と互換性があり、 HDMI - DVI 変換ケーブルを用いてテレビやディスプレイの DVI 端 
子と接続することびでさますび、動作を保証するちのではありません。また 、 PC (パソコン）からの映像に 
は対応していません。 （ DVI は映像のみに対応していますので、音声は別違接続が必要です。） 

• HDM 暗声信哥ま、接続機器により制約されることびあります。 HDMI 接続している機器から入力される画像 
の品質がよくなかったり、音声が出なかったりするとをは、接続機器側の設定を確認してください。詳しくは、 
接続禮器の取扱説明書をご富 < ださい。 



53 




用語集 


音靑フオ—マット 


ヴラウンド （ Surround ) 

ドルビーデジタルや DSP の音声モードなどを用 
いた臨場感のある音の総称。 

ドルビーデジタル （Dolby Digital ) 

ドルビー社によって開発されたデジタルマルチ 
チャンネル音声規格。モノラルか5日.1チャンネ 
ルまでに対応しています。プ□グラム間でセ U フ 
の平均レベルを一定に保つダイア□グノーマラ 
イゼーシヨン、視聴環境の制約に対応してダイ 
ナ S ックレンジを調整するダイナ S ックレンジ圧 
縮、スピーカーの数にをわせて出カチャンネル数 
を最適化するダウン S ックスなど数々の機能び採 
り入れ5れています。 DVD - Video の標準音声、 
米国 DTV の標準音青として採用されています。 

ドルビープ□□ジック II (Dolby Pro Logic II ) 

ドルビー社によって開発されたマト U ックスタイ 
プのヴラウンドデコード技術。ステレオ音源を已 .1 
チャンネルであるかのよラな立体音場で楽しむこ 
とびできます。映画の再生に適した 「 Movie 」 モー 
ド、 音楽再生に適した 「 Music 」 モード、ゲーム 
機などに適した 「 Game 」 モードびあります。 

ドルビーデジタルプラス （Dolby Digital Plus ) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディス 
ク（ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な非巧 
逆圧縮の高音質音声フォーマットです。 48 kHz 
のサンプ I 」ング周波数で、最大 7.1 チャンネルを 
ヴポートします。 

ドルビー TrueHD (Dolby TrueHD ) 

ドルビー社び開発した、次世代高精細光ディスク 
(ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な可逆圧 
縮の高音質音声フォーマットです。48/9目 kHz 
のサンプ U ング周波数で、最大7.]チャンネル、 
1白 2 l < Hz のヴンプ U ング周波数で最大日.1チャン 
ネルをヴポートします。 

DSD (Direct Stream Digital ) 

スーパーオーディオ CD に採用された方式でず。 
1日 OkHz をカノ く一する再生周波数範囲と可聴帯域 
内1 20 d 目!;(上のダイナ S ックレンジび確保できる 
ので、原音に近い音声で録音-再生びできます。 

DTS デジタルサラウンド (DTS Digital Surround ) 

米国の DTS 社び開発したデジタルサラウンド 
フォーマット。コヒ レント アコーステイッ クス符 
号化と呼ばれる算法を使用し、圧縮率は通常4:1 
程度と比較的低くなっています。映画館では フイ 
ルムにプ U ントされたタイムコードに同期して 
CD - R 日 M に記録された音青び再生されます。 


DTS Express 

DTS 社が開発した最大日. Ich 、48 kHz の □- 
ビットレート音声です 。 HD DV □のサブオーディ 
才、ブルーレイディスクのセカンダ U —オーディ 
才などに収録される他、放送コンテンツやメディ 
アサーノ（一などの応用び想定されています。 

DTS 96/24 

DTS 9 目/24フ ォー マッ トソースに記録された 
拡張用データを使用して、己.1チャンネル再生す 
る DTS システム。ヴンプ U ング周波数目目 kHz 、 
量子化ビット数24ビットの高音質で、をめ細や 
かな音声を再現します。 

DTS - HD 八イレゾリユーシヨンオーディオ 
( DTS-HD High Resolution Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク（ブ 
ルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な非可逆圧縮の 
高音質音声フォーマットです。日日 kHz のヴンプ I 」ン 
グ周波数で、最大 7.1 チャンネルをヴポートします。 

DTS-HD マスターオーディオ 
( DTS-HD Master Audio ) 

DTS 社び開発した、次世代高精細光ディスク 
(ブルーレイ 、 HD DVD ) に収録可能な可逆圧 
縮の高音質音声フ ォーマッ トです。48/日目 kHz 
のヴンプ U ング周波数で、最大 7.1 チャンネル、 
1白 2 kHz のサンプ U ング周波数で最大日.1チャ 
ンネルをヴポー h します。 

Neo :6 

DTS 社によって開発された、デジタル-アナ □ 
グを含むすべての2チャンネル ソースを 目チャン 
ネルサラウンドにするマト U ックスデコード技 
術。映画に適したに mema 」 モードと音楽に 
適した 「 Music 」 モードび用意されています。 
また、 DTS - ES マトリックスのセンターサラウ 
ンドチャンネル信号の抽出にち使巧されます。 

MPEG -2 AAC 

AAC(Advanced Audio 仁 Odin 呂) は、 AT & T 社、 
ドルビー社、フラウンホーファー•インスティ 
テ ユート •フ ォー •インテグレーティド•サ ーキッ 
卜 (Fraunhofer IIS )、 そしてソニー株式会社の 
4社の高品質マルチチャンネル音声符号化のた 
めの最先端巧術を組み合わせたわので、 IS 日と 
IEC の共同管轄の下に、 MPEG -2 規格の一部と 
して規格化された音青圧縮符号化方式です。 
従来の MPEG 音青との後方互換性びないので、 
従来の MPEG 音声デコーダーでは再生でさませ 
ん。わび国のデジタルテレビ音声方式として採 
巧されています。 
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用語集 



アナ□グ 

一般的な再生機器に装備されている L/R (白/赤） 
音青出力端子か5の音声を、アナ□グ音青と呼 
びます。 


デジタル 

デジタル端テは一般的に、 CD プレーヤー 、 DVD 
プレーヤーなどに装備されています。 

ドルビーデジタルや DTS などのデジタル音青を 
聴くときやデジタル録音するときは、デジタル 
端テと接続しておく必要びあります。 

光 （ OPTICAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するため 
の信号で光ケーブルを使巧して接続します。 

アナ□グよりも再生や録音びさ5に高品位になり 
ます。接続する機器に日 PT に AL 端テびある場含 
に使用できます。音質は同軸デジタルと同等でず。 


同卽 （ COAXIAL ) デジタル 

DVD や CD などのデジタル信号を入出力するた 
めの信号で同軸コードを巧いて接続します。 

アナ□グよりも再生や録音びさ5に高品位になり 
ます。接続する機器に C 日 AXIAL 端テびある場含 
に使用できます。音質は光デジタルと同等です。 

サンプリング周波数 

アナ□グ信号をデジタル信号に変換するとをの精 
度。 44.1 kHz は1お)間に 44] 00回、日目 kHz は1 
秒間に目色日日日回アナ n グ信号を読みとってデジ 
タルに変換します。 

ダイナ S ックレンジ 

信号を正しく変換する最大のレベルと、雑音等 
機器の性質で制限される最小レベルの差。 

し FE (し〇邮 Frequency Effect ) 

のレビーデジタ>1レや DTS の低周波数効果音のこと。 
一般にディスクなどの信号に入っているとサブ 
ウーファーび効果的に働定ます。 

己.1巳 h サラウンド 

視聴位置前方に設置するセンタースピーカー1 
つ、フ□ントスピーカ ー2 つ、横または樓方に 
設置するサラウンドスピーカー 2つで日 ch (チヤ 
ンネル）、サブウーファーは他のスピーカーより 
ち再生できる音域び1日分の1のため、この目本 
のスピーカーを使って再生することを日. Ich ヴ 
ラウンドと言います。 





主な仕様 


■ アンプ内蔵サブウーファーシステム (HTX-22HDXPAW) 

お式 アンプ内蔵バスレフ型 

アンプ部 

入力感度/インピーダンス 1已日 mV /47 kn ( FL / FR ) 

実用最大出力 3日 WX 已（色 n 、 IkHz 、 Ich 駆動時、 J 曰 TA ) 

60 W ( SW ) (30. 1日日 Hz ' 」曰 TA ) 

サプウーファー再生周波数節囲 3日 Hz 〜2日日 Hz 

アンプ再生周波数節囲 FL/FR : lOHz 〜10日 kHz ( Direct 時） 

FL / FR / C / SL/SR : ] 日日 Hz 〜2日 kHz ' 十]/- 3 d 巨 


SN 比 

キャビネット巧容積 

がお寸法（幅 X 高さ X 奥行) 

質量 


HDMI 


音靑入力 

音靑出力 
その他 

使用 スピーカー 

電源 

消費電力 
待機時消費電力 
防磁設計 


SW : 2日 Hz 〜1已日 Hz 、 +l/-3d 巨 ( Crossover : ] 已日 Hz 日寺） 

1日已 d 巨 （ UNE 1/ UNE 2 日 irect 時、 IHF - A ) 

8.4 U ットル 

2] 7X337X31 日 mm (サランネット、夕ーミナル突起部含む） 
9.5 kg 

入力3 ( IN 1/ IN 2/ IN 3) 

出力1 ( OUT ) 

映像解像度1日 80 p 

音声フオ ー7 ツト D 曰 Iby TrueHD'DTS Master Audio. DVD- Audio. DSD 
インターフエース 3D.Audio Return ChanneLDeep Col 日し x.v. Color、 
UpSync'CEC 

デジタル光： 2、同軸： 1 
アナ□グ LINE ]、 LINE 2 
スピーカー （ FL 、 FR 、 C 、 SL 、 SR ) 

RI 1 

1日 cm コーン型 
AC 100 V (已0/巨 OHz ) 

1 10 W 
0.2 W 

化 


■ フ □ ントスピーカーシステム （ HTX-22HDXST) 


お式 

定格インピーダンス 
最大入力 
定格感度レベル 


フルレンジバスレフ型 
60 
40 W 

8。服/ W/m 


定格周波数節囲 


70 Hz 〜 20 kHz 


キャビネット巧容積 

がお寸法（幅 X 高さ X 奥行) 

質量 

使用スピーカー 
ターミナル 
防磁設計 


1 U ットル 

1日 1XI 日1 XI 1 1 mm (サランネット、夕ーミナル突起部含む) 


0.7 kg 

8 cm 日 MF コーン型 
プッシュ式 
有 ( JEITA ) 


仕様および外観は性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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修理について 


■ 保話書 

この製品には保証書を別違添付していますので、 
お買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いただ 
を、大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰よ 0] 年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をちラー度よくお読みいたださ、 
お調べください。本機政がの原因わ考えられま 
す。ご使用の他のオーディオ製品ちあわせてお 
調べください。それでもなお異常のあるときは、 
電源プラグを抜いて修理を依頼してください。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上 
げの販売お、または付属の「オンキヨーご相談 
窓□-修理窓口のご案内」記載のお近くのオン 
キヨー修理窓口までお知5せください。 

おる前 

^お電話番号 
► ご住所 

^ 製品ち I HTX -22 HDX 1 
^できるだけ詳しい故障状況 


■ オンキヨー修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓□-修理窓 
口のご案内」をご覧ください。 

■ 保註期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証 
書をご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店 
またはお近くのオンキヨー修理窓口へご相談く 
ださい。詳細は保証書をご覧ください。 

■ 保証期間経過後の修理は 

お買い上げ店、またはおおくのオンキヨー修理 
窓□へご相談ください。修理によって機能び維 
持でをる場合はお客様のご要望によ0有料修理 
致します。 

■ 補修用性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切〇禮8年間 
保有しています。性能部品とは、その製品の機 
能を維持するために必要な部品でず。保有期間 
経過後でち、故障箇所によっては修理可能の場 
合びありますのでお買い上げ店、またはお近く 
のオンキヨー修理窓口へご相談くださし、。 
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RIHD と互換性のあるテレビやプレーヤー/レコーダーをご使用になるには 


PU 卜 ID はオンキヨ ー 製品の連動機能の名称です。本機では、 HDMI 規格で定められている CEC 

コンシュー マー エレクト□ニクス コントロール 

に日 nsumer Electronics Control ) を使用した連動を行うことびできます。 CEC に巧応した 
いろいろな機器と連動することびできますび、 PU 卜 ID 対応機器と推奨製品政がでの連動は保証 
いたしません。 


■ r：ij HD と互換性のある機器について 

下記の製品び RIHD と互換性びあ0ます。 (2010 

年2月現在)最新の情報は、オンキヨーホームペー 

ジでご確認ください。 

テレビ【順不同】 

•パナソニック製のビエラ U ンク対応テレビ 

• 東芝製のレグヴリンク対応テレビ 

•シャープ製のテレビ（対応している機種につ 
いての最新の情報は、オン キヨーホームぺ一 
ジでご確認ください。） 

プレーヤー、レコーダー【順不同】 

•オンキヨー製、インテグラ製の RIHD 巧応プ 
レーヤー 

•パナソニック製のビエラリンク対応プレー 
ヤー、レコーダー（パナソニック製のビエラ 
U ンク対応テレビと合わせてお使いの場合の 
み） 

•東た製のレグヴリンク対応プレーヤー、レコー 
ダー（東芝製のレグザリンク対応テレビと合 
わせてお使いの場含のみ） 

•シ ャープ 製の プレーヤー、レコーダー （シ ャー 
プ製のテレビと合わせてお使いの場含のみ） 

※上記し^がの機器でわ H DM I 規格の CEC に対応 
していれば連動する可能性びありますび、動 
作は保証されません。 


ご注意 

本機に HDMI を介して他の AV センターを接続しな 
いで < ださい。 


■ r ： ui - iD 接続をずるとできる操作 

RIHD と互換性のあるテレビの場合 

本機を RIHD と互換性のあるテレビに接続してお 

使いになると、下記のリンク操作びでさます。 

•テレビの電源をスタンバイ状態にすると本機 
もスタンバイ状態に切り換わります。 

•テレビのメニュー画面で、音声を本機に接続 
したスピーカーか5音を出すか、あるいはテ 
レビのスピーカーか5音を出すかを設定でき 
ます。 

•テレビのアンテナやが部入力の映像-音声わ 
本磯に接続したスピーカーか5音を出すこと 
びできます。 （ HDM I ケーブル L 处がに光デジタ 
ルケーブル等の接続び必要です。） 

•テレビのリモコンで本機の入力を選択でさま 
す。 

•テレビのリモコンで本機の音量調整やその他 
の操作びでさます。 

RIHD と互換性のあるプ レー ヤ ー/ レコーダーの 

4 日 A 

本機を RIHD と互換性のあるプレーヤー/レコー 

ダーに接続してお使いになると、下記のリンク 

操作びでさます。 

•プレーヤー/レコーダーの再生を開始する 
と、本機の入力びその機器の接続されている 
HDMI 入力に切り換わります。 

•本機に付属の U モコンでプレーヤー/レコー 
ダーの操作びでさます。 

※お使いの機器によっては、すべての機能び働 
<わけではありません。 
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RIHD と互換性のあるテレビやプレーヤー/レコーターをご使用になるには 


■接続と設定のしかた 

プルーレイディスク/ 
DVD プレーヤーなど 


4^ HDMI 接続 


本機 


圆 I 接続 


テレビ/プ□ジェクターなど 

1. 本機の HDMI OUT 端子にテレビの HDMI 入 
力を接続ずる 

2. テレビか5の音声出力を、光デジタルケーブル 
で本機の DIGITAL IN 3 ( OPTICAL ) 端子 
に接続ずる 

* HDMI 1.4 対応テレビで ARC (オーディオ U 
ターンチヤンネル）機能をご使用になるとを 
は、この接続はお要ありません。 

3•ブルーレイディスク / DVD プレーヤ ー （レ 
コーダー）の HDMI 出力を本機の HDMNN 1 
端子に接続ずる 

4 .「HDMI SetupJ の設定をそれぞれ「〇口」に 

ずる DVh - D - Jl / 

• HDMI Ctrl : On 

• ARC : Auto 

• Power Ctrl : On 

• TV Ctrl : 加 

各設定の詳細説明は（陪 *4 已、4目ページ）をご 
覧< ださい。 

瓦設定の確認をずる 

①全ての接続機器の電源を入れます。 

③テレビの電源を切り、 U ンク動作によって接続 
機器の電源び自動で切れることを確認します。 
③ DV □プレーヤー/レコーダーの電源を入れます。 
® DVD プレーヤー/レコーダーを再生して、 
下のことを確認します。 

•本機の電源び自動で入0、 DVD プレーヤー/ 
レコーダーを接続している入力び選択される。 
•テレビの電源び自動で入り、本機を接続して 
いる入力び選択される。 

⑥お使いのテレビの取扱説明書をご覧にな0な 
び5、テレビの方ニュー画面か5「テレビの 
スピーカーの使用」を選び、テレビのスピー 
カーか5音び出て本機に接続したスピーカー 
から音び化ないことを確認します。 


® テレビのメニュー画面から、「本機に接続し 
たスピーカーの使用」を選び、本機に接続し 
たスピーカーか5音び出てテレビのスピー 
カーか5音び出ないことを確認します。 

ごな意 

初めてお使いになるとをや、各機器の設定を変えた 

とき、各機器の主電源をオフにしたとき、コンセン 

卜から電源コードを抜いたり停電したとさも上記の 

操作を行ってください。 

6. リモコンで操作しまず 

操作でをるボタンについては24ページをご覧く 

ださい。 

ご注意 

• DVD オーディオ、スーパーオーディオ CD の音声 
はテレビのスピーカーから音声び出ないことがあ 
ります。 DVD プレーヤーの音声出力設定を 2 ch 
P 仁 M に設定すれば、テレビのスピーカーか b 音 
を出すことげでさるよラにな0ます。（プレーヤー 
によっては、でさないことがあります。） 

• テレビのスピーカーから音を出す操作をしてち、 
本磯の音量調舊や入力の切り換え操作をすると、 
本機に接続したスピーカーから音び出るよラにな 
ります。テレビか b 音を出したいとさは、ちう一 
度テレビの操作をやり直してください。 

• RIHD 対応機器と接続するときは、ブル 
は接続しないでください。 

•テレビの入力を、本機び接続された HDMI 端テ 
がを選ぶと、本磯の入力は 「DIGS ( TV )」 に切 
り換わります。 

•本磯は、必要と判断したとさ、連動して自動的 
にパワーオンします。 RIHD 対応テレビやプレー 
ヤー•レコーターと接続してお使いの場合でを、 
必要ないときは本磯はパワーオンしません。テレ 
ビ側の設定で、音声をテレビから出力するよラに 
設定していると、連動してパワーオンしないこと 
があ0ます。 

•組み合わせる機器により、本機との連動動作が働 
かない場合があります。この場合は、本機を直接 
操作してください。 

.本機のリモコンで、 RIHD を利用してプレーヤー 
/レコーダーの操作びでさないとさは、その機器 
が RIHD や CEC の U モコン操作に対応していない 
ことび考えられます。 















ご購入されたとをにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

ご購入年月日: 年月日 

ご購入店名：_ 

Tel. ( ) _ 

メモ： 


ONKYO 

7 t ン >3- 说巧ち化 

本社大阪お寝屋 j 11巿日新町 2-1 干 572-8540 


製品のご使用方まについてのお問い合わせ先：コールセンター 

〇日 巳 日-31 61- 白已已已受イ寸時臣 31日： 00~18 : 00 G1002-1 

(±•曰•祝日’弊社の定める休業日を除きます） 

ヴービスとヴポートのご案内： http://www.jp.Qnkyo.com/support/ 
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